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商工観光課観光交流係　鈎0824-73-1178

！

　庄原の夏の夜を熱く盛り上げるのは、「庄原
よいとこまつり」です。地域や企業から趣向を
こらした市内パレードは沿道を埋める人でに
ぎわい、祭も最高潮を迎えます。子どもからお
年寄りまで、みんなが楽しめるイベントが盛
り沢山。上野池の花火大会でフィナーレを迎
えます。

今年こそ行ってみたい庄原の夏祭りを紹介します。にぎわい参

加型や伝統重視型など楽しみ方いろいろ。さまざまな顔を持つ

祭りに、ぜひお出かけください。

広報

“げんき”と“やすらぎ”のさとやま文化都市

SHOBARA The Public Information Magazine

今月の主な内容

■ぐるりしょうばらカメラレポート・・・・・・・・・・

■お知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■発見!しょうばら・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■平成18年度市政懇談会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■豊かな心を育てる道徳教育・・・・・・・・・・・・・・・・

■妊婦健診支援事業がスタート・・・・・・・・・・・・・・

■在宅高齢者家族介護慰労金を支給します・・・・

■不法投棄は許さない・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■高齢者の医療費負担が変わります・・・・・・・・・・

■「尾道松江線」は今・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■健康広場「前立線がん」・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■安心・安全な毎日のために・・・・・・・・・・・・・・・・・

■市の台所事情・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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庄原よいとこ祭
8月26日（土）・27日（日）

■問い合わせ
庄原よいとこ祭実行委員会
鈎0824-73-0811

　夏の風物詩である迫力
満点の花火をはじめ、魚の
つかみ取り大会、西城川太
鼓やブラスバンドの演奏、
どえりゃあ囃子パレード
や川岸に設置された800
個の灯篭、神楽などイベン
トが盛りだくさんです。

『ヒバゴン郷どえりゃあ祭』8月13日（日）

■問い合わせ
西城町商工会
鈎0824-82-2904

　浴衣で楽しむ東城の夏。
東城の夜空を約1,500発
の花火が彩り、メイン会
場の東城小学校グラウン
ドでは踊りの輪が広がり
ます。各種屋台やうちわ
抽選会などもあります。

『遊夏祭』8月12日（土）

■問い合わせ
東城遊夏祭実行委員会
鈎08477-2-0525

　新市商店街を｢みこじゃりー、
こーじゃりー｣のかけ声をか
けながら子ども神輿を先頭に、
七夕行列が行われます。約
250発打上げられる納涼花火
大会や金魚すくいなど、懐か
しい祭りが楽しめます。

『七夕まつり』8月5日（土）予定

■問い合わせ
高野町商工会
鈎0824-86-2011

　毎年お盆の時期に開催している盆踊り花火大
会。会場近くを流れる比和川沿いには、400ｍに
わたり700個余りの灯篭が設置され、幻想的な
光で辺りを照らします。また、比和町青年連盟に
よる子ども向けのゲームや、花火などがあります。

『ふるさとの盆踊り花火大会』
8月15日（火）

■問い合わせ
比和町商工会　鈎0824-85-2330

庄原
地域

東城
地域

高野
地域

西城
地域

比和
地域
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永末小学校が収穫したじゃがいも
6月22日の全校朝食づくりで、野菜スープに使用しました。

食育のススメ特集
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食育の
◆食育のススメ特集

望
ま
し
い
食
習
慣
を
身
に
つ
け
る
―
永
末
小
学
校

広報しょうばら　2006.7

　私たちの食生活においては、栄養の偏

りや不規則な食事、肥満や生活習慣病の

増加など様々な問題が生じています。

　このため、食生活の大切さを教える「食

育」を推進するため、平成17年7月に食育

基本法が施行され、今年から毎年6月を「食

育月間」、毎月19日を「食育の日」と定め

運動を展開しています。

　今回は、永末小学校の食育の取り組み

を紹介します。

特集
Special

　
広
島
県
教
育
委
員
会
が
２
０
０

３
年
度
に
、全
公
立
小
中
学
校
で

実
施
し
た
学
力
テ
ス
ト
と
生
活
実

態
調
査
に
よ
る
と
、朝
食
を
欠
か

さ
ず
に
取
る
子
ど
も
は
、ま
っ
た

く
食
べ
な
い
子
に
比
べ
学
力
が
高

い
傾
向
が
で
ま
し
た
。

　
学
力
や
体
力
の
定
着
と
食
事
に

密
接
な
関
係
が
判
明
し
た
た
め
、

広
島
県
教
育
委
員
会
で
は
朝
ご
飯

の
摂
取
や
農
業
体
験
な
ど
食
育
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　
市
内
の
各
学
校
で
は
、食
育
推

進
年
間
計
画
を
作
成
し
、、食
育
に

関
す
る
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、永
末
小
学
校
は
昨
年
度

か
ら
備
北
教
育
事
務
所
の
指
定
事

業
を
受
け
、望
ま
し
い
食
習
慣
を

身
に
つ
け
た
子
ど
も
の
育
成
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

朝
食
ア
ン
ケ
ー
ト
―
子
ど
も
た
ち
の
状
況

　
永
末
小
学
校
は
、子
ど
も
た
ち

の
状
況
を
知
る
た
め
に
、朝
食
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。全

員
が
朝
食
を
取
っ
て
い
る
と
回
答

し
ま
し
た
が
、朝
食
の
内
容
を
詳

し
く
み
る
と
、平
成
17
年
７
月
に

は
パ
ン
と
牛
乳
な
ど
の
主
食
・
飲

み
物
型
が
68
％
を
占
め
、ご
は
ん

と
味
噌
汁
、野
菜
サ
ラ
ダ
な
ど
の

主
食
・
主
菜
飲
み
物
型
が
28
％
で

し
た
。学
校
や
家
庭
な
ど
の
食
育

の
取
り
組
み
に
よ
り
、平
成
18
年

２
月
に
は
、主
食
と
主
菜
を
バ
ラ

ン
ス
よ
く
食
べ
る
子
ど
も
が
46
％

に
改
善
さ
れ
、今
年
度
は
60
％
以

上
を
目
標
に
様
々
な
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

全
校
朝
食
づ
く
り
―
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
学
ぶ

　
朝
食
の
大
切
さ
を
学
び
、自
ら

の
朝
食
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ

る
子
ど
も
を
育
成
し
よ
う
と
、全

校
朝
食
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
５
月
18
日
早
朝
、５
・
６
年
生
の

児
童
16
人
が
４
班
に
分
か
れ
、主
菜
・

副
菜
の
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て

献
立
を
た
て
、味
噌
汁
や
野
菜
炒

め
な
ど
を
作
り
ま
し
た
。子
ど
も

た
ち
は「
味
噌
汁
の
具
は
何
か
ら

入
れ
る
ん
？
」な
ど
と
、友
だ
ち
同

士
で
何
度
も
確
認
し
合
い
な
が
ら

調
理
し
、全
校
児
童
で
食
べ
ま
し
た
。

下
級
生
が「
う
ん
。お
い
し
い
よ
」

と
言
っ
て
お
か
わ
り
を
す
る
姿
を

見
て
、５
・
６
年
生
は
喜
ん
で
い
ま

し
た
。ま
た
、６
月
22
日
に
は
、３
・

４
年
生
が
朝
食
を
作
り
ま
し
た
。

　
朝
食
づ
く
り
を
指
導
し
た
担
任

の
関
元
千
花
子
先
生
は「
こ
の
取

り
組
み
を
通
し
、朝
食
の
大
切
さ
、

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
大
切
さ
、そ
し

て
み
ん
な
の
た
め
に
朝
ご
飯
を
作

る
家
族
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
感

じ
て
ほ
し
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

①肥満や生活習慣病の増加
②栄養バランスの偏った食事や
　不規則な食事の増加
③「食」の安全上の問題

④過度の痩身志向
⑤「食」を大切にする心の欠如
⑦伝統ある食文化の喪失

食をめぐる現状

■朝食の欠食率（子ども）
●朝食をほとんど食べていない児童の推移

小学生（5年生）2.7％→4.1％
欠食の主な理由：「時間がないから」46.9％
（平成12年度）「食欲がないから」33.7％

（平成７年度） （平成12年度）

資料：独立行政法人
日本スポーツ振興セ
ンター「児童生徒の
食生活実態調査」
注：「ほとんど食べて
いない」とは、週に6
～７回食べていない
場合を言う。

■朝食の欠食率（大人）
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■資料：厚生労働省「国民健康・栄養調査」（平成15年）
　　注：「欠食」とは調査日において
　　　　「菓子・果物のみ」、「錠剤などのみ」、「何も食べない」に
　　　　該当した場合を言う。
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食育で学力・体力
友だちづくり

広島県教育委員会の食育の取り組み

板橋共同調理場
石井香栄養士に聞く

　
子
ど
も
の
望
ま
し
い
食
習
慣
の
形
成
、食
に

関
す
る
理
解
を
深
め
る
た
め
、学
校
給
食
が
生

き
た
教
材
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。食
育

に
つ
い
て
板
橋
共
同
調
理
場
の
石
井
香
栄
養

士
に
聞
き
ま
し
た
。

校　長

才谷　利史

野
菜
づ
く
り
―
地
域
と
の
連
携

　
自
分
た
ち
が
食
べ
て
い
る
ご
は

ん
や
野
菜
な
ど
は
、ど
う
や
っ
て

作
ら
れ
る
の
か
、野
菜
づ
く
り
を

通
し
て
、食
生
活
や
食
の
安
全
・
安

心
に
関
心
を
持
と
う
と
、農
事
組

合
法
人「
夢
フ
ァ
ー
ム
永
末
」の
休

耕
田
を
借
り
、野
菜
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
健
康
に
良
い
無

農
薬
に
こ
だ
わ
り
、「
夢
フ
ァ
ー
ム

永
末
」の
指
導
で
、じ
ゃ
が
い
も
や

ピ
ー
マ
ン
な
ど
年
間
で
12
品
目
を

栽
培
し
て
い
ま
す
。収
穫
し
た
野

菜
は
、全
校
朝
食
づ
く
り
や
夏
休

み
の
キ
ャ
ン
プ
、親
子
ク
ッ
キ
ン

グ
な
ど
に
使
っ
て
い
ま
す
。

　
自
分
で
料
理
が
で
き
る
子
ど
も

を
育
て
よ
う
と
、家
庭
で
の
親
子

料
理
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、家
庭
で
料
理

や
調
理
の
手
伝
い
を
す
る
と
、カ

ー
ド
に
、い
つ
、何
を
作
っ
た
の
か
、

誰
が
食
べ
て
、感
想
は
ど
う
だ
っ

た
の
か
を
記
入
し
、教
室
に
貼
り

だ
し
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
料
理
を
覚
え
る

だ
け
で
な
く
、親
子
の
会
話
が
増

え
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り

に
も
役
立
っ
て
い
る
と
保
護
者
に

も
好
評
で
す
。

　
ま
た
、バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食

事
を
学
ぶ
た
め
、親
子
で
給
食
を

食
べ
る
給
食
試
食
会
や
学
校
で
の

親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

じゃがいもを植える子どもたち「家でも作ったよカード」を貼る

野菜づくりで学んだことを貼り出す給食試食会
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子
ど
も
に
食
育
が

大
切
な
の
は
。

学
校
給
食
で
の

取
り
組
み
は
。

時
間
が
な
い
、食
欲
が
な
い

こ
と
が
欠
食
の
主
な
理
由
に

な
っ
て
い
ま
す
ね
。

食
育
を
今
後
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
き
ま
す
か
。

ステップ1
3食食べる

ステップ２
楽しく食べる

ステップ３
何でも食べる

ステップ４
すすんで食べる

ステップ５
作って食べる

幼児期の定期健康診断等で朝食指導

地域での食や生活習慣に関する研修会

幼稚園・保育所での食育の実施

学校の食育教育の場の提供（農業体験など）

集団で会食の機会づくり（親子料理教室など）

テーマ 効　果 地域等の支援家庭の支援
生活リズムを整える。
（脳と体が目覚める）

親子の会話で情緒が安定する。

健康・体力が向上する。

食や生きることの意味を理
解する。

生きる力を身につける。

子どもの生活リズムを整える。

一緒に食べる。

主食・主菜・副菜をそろえる。

食べる意味を教え、食べる意
欲を持たせる。

一緒に作り、作る楽しさを教
える。

�
私
�
�
月
�
永
末
小
学
校
�

赴
任
�
�
��
�
感
�
�
�
�
�
�

子
�
�
�
�
�
明
�
�
�大
�
�

声
�
出
�
�
�外
�
元
気
�
�
遊

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

先
生
�
表
情
豊
�
�
前
向
�
�

仕
事
�
�
�
�
�
�
��
�
�
食

育
�
取
�
組
�
�
�
�
成
果
�

�
�
�
�
�
思
�
�
�
�
�

�
本
校
�
�平
成
17
�
18
年
度
�備

北
教
育
事
務
所
指
定�
体
力
�
�

��
食
育
��事
業
�
取
�
組
�
�

�
�
�
�
本
年
度
�
�
最
終
年
�

�
�
��
望
�
�
�
食
習
慣
�
身

�
付
�
�
子
�
�
�
育
成
��
研

究
主
題
�
�食
育
�
知
育
�
徳
育
�

体
育
�
基
礎
基
本
�
位
置
付
�

�
�
食
�
�
通
�
�
人
間
教
育
�

推
進
�
行
�
�
�
�
�
�

��
食
��
�人
格
�
形
成
�
大
�

�
影
響
�
与
�
�
�
�
�
�
言

�
�
�
�
�
�
�
特
�
�
朝
食
�

一
日
�
最
初
�
�
�
�
�
�
源

�
�
�
朝
食
�
抜
�
�
�
午
前
中

�
持
続
力
�
集
中
力
�
意
欲
�
不

足
�
�学
力
�
体
力
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
能
力
向
上
�

妨
�
�
�
�
�
思
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
学
校
�
�
�安
全

�
食
�
物
�
選
�
子
�
�
�食
事

�
時
�
�
�
�
�
�
食
�
物
�

選
�
子
�
�
�自
分
�
料
理
�
手

伝
�
�
�
�
�
子
�
�
�食
�
�

物
�
作
�
�
�
�
�
�
�
子
�

�
�
目
標
�
�食
育
�
子
�
�
�

学
力
�
体
力
�友
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
思
�
�
�
�

親
子
料
理
の
ス
ス
メ
―
家
庭
と
の
連
携
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不
法
投
棄
は
許
さ
な
い
！

環
境
衛
生
課
環
境
衛
生
係
�
鈎
0
8
2
4
―
7
２
―
1
３
９
８

�
昨
年
�市
内
�
�
�
件
�
悪
質

�
不
法
投
棄
�
�
�
検
挙
�
�

�
�
�
�
�

�
廃
棄
物
�
不
法
投
棄
�
�
�
�

�
廃
棄
物
�
処
理
及
�
清
掃
�
関

�
�
法
律
�
�
�
�
�
�
年
以
下

�
懲
役
若
�
�
�
�
��
�
�
万

円
以
下
�
罰
金
�
処
�
�
�
�
�
�

�
�
�野
外
焼
却
�
行
�
�
者
�
�

�
年
以
下
�
懲
役
若
�
�
�
�

�
�
万
円
以
下
�
罰
金
�
処
�

�
�
�
�
�

�
不
法
投
棄
�
野
外
焼
却
�
発

見
�
�
�
��
�
被
害
�
受
�
�

�
�
�
場
合
�
�環
境
衛
生
課
�

�
�
各
支
所
環
境
建
設
課
�警
察
�

県
備
北
地
域
事
務
所
環
境
管
理

課
�
�
連
絡
�
�
�
�
�

不
法
投
棄
・
野
外
焼
却

は
犯
罪
で
す
！

　
わ
た
し
た
ち
は
、日
々
の
暮
ら

し
の
中
で
、た
く
さ
ん
の
資
源
を

消
費
し
、廃
棄
物
を
出
し
て
い
ま

す
。し
か
し
地
球
上
の
天
然
資
源

に
は
限
り
が
あ
り
、将
来
に
わ
た

り
こ
の
資
源
が
確
保
で
き
る
保

証
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
市
で
は
、ご
み
の
分
別
を
細
分

化
す
る
な
ど
、廃
棄
物
を
で
き
る

だ
け
資
源
と
し
て
回
収
で
き
る

よ
う
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、廃
棄
物
の
不
法
投
棄
や

野
外
焼
却
な
ど
、悪
質
な
行
為
が

後
を
絶
た
ず
、大
き
な
問
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
問
題
に
対
し
、市

内
各
地
区
の
公
衆
衛
生
推
進
会

が
中
心
と
な
っ
て
、不
法
投
棄
や

野
外
焼
却
の
パ
ト
ロ
ー
ル
、不
法

投
棄
物
の
回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
６
月
20
日
、リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
に
、持
ち
込
ま
れ
た
ご
み
の
中

に
、劇
物
が
入
っ
た
ビ
ン
が
あ
り
、

作
業
中
に
こ
の
ビ
ン
が
割
れ
、液

体
が
飛
散
し
た
た
め
、作
業
員
数

名
と
職
場
体
験
に
来
て
い
た
中

学
生
が
目
に
異
常
を
訴
え
る
と

い
う
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
幸
い
大
き
な
事
故
に
は
至
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、こ
の
よ
う
な

ケ
ー
ス
は
、誤
っ
て
吸
引
し
た
り
、

皮
膚
に
付
着
し
た
り
し
た
場
合
、

人
体
に
支
障
を
来
た
す
と
い
う
、

重
大
な
事
故
に
も
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。

　
二
度
と
こ
の
よ
う
な
事
故
を

起
こ
さ
な
い
為
に
も
、今
一
度
ご

み
の
分
別
に
つ
い
て
確
認
を
い

た
だ
き
、ル
ー
ル
を
守
っ
て
排
出

し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、農
薬
・
劇

毒
物
な
ど
は
、販
売
店
ま
た
は
専

門
業
者
へ
処
理
を
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。

　
※
今
回
混
入
し
た
劇
物
は
、農

薬
の
ク
ロ
ル
ピ
ク
リ
ン
で
、角
膜

の
炎
症
を
起
す
ほ
か
、吸
入
す
る

と
呼
吸
困
難
を
起
し
ま
す
。

　
北
地
区
公
衆
衛
生
推
進
会
が
６

月
４
日
、毎
年
恒
例
の
ク
リ
ー
ン

作
戦
を
行
い
ま
し
た
。地
域
住
民

６
２
０
人
が
参
加
し
、道
路
へ
捨

て
ら
れ
た
空
き
缶
や
た
ば
こ
の
吸

殻
な
ど
を
拾
い
な
が
ら
、不
法
投

棄
が
な
い
か
確
認
し
ま
し
た
。

　
こ
の
作
業
に
よ
り
、
40
袋
分
の

ご
み
を
集
め
た
ほ
か
、田
の
平
ト

ン
ネ
ル
付
近
な
ど
３
箇
所
で
大
量

の
不
法
投
棄
を
発
見
し
ま
し
た
。

回
収
さ
れ
た
ご
み
は
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
や
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
に

持
ち
込
み
、警
察
へ
通
報
し
ま
し
た
。

　
推
進
会
の
八
谷
文
策
会
長
は「
年
々

道
路
へ
の
ポ
イ
捨
て
は
少
な
く
な

っ
て
い
る
が
、山
林
な
ど
へ
の
不

法
投
棄
は
増
え
て
い
る
。昨
年
は
、

レ
ッ
カ
ー
を
頼
み
不
法
投
棄
物
を

回
収
し
た
。休
憩
場
所
と
し
て
作

ら
れ
た
待
避
所
を
、不
法
投
棄
に

よ
っ
て
封
鎖
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
こ
と
が
悲
し
い
。他
人
が
自
分

の
家
に
ご
み
を
捨
て
た
気
持
ち
に

な
っ
て
、と
に
か
く
不
法
投
棄
を

や
め
て
ほ
し
い
」と
訴
え
て
い
ま

し
た
。

春
の
ク
リ
ー
ン
作
戦

ル
ー
ル
を
守
っ
て
排
出
し
て
く
だ
さ
い

―
北
地
区
公
衆
衛
生
推
進
会（
川
北
・
濁
川
・
門
田
町
）―

緊
急 

報
告

川北町



0 80 9 広報しょうばら　2006.7 広報しょうばら　2006.7

高
齢
者
の
医
療
費
負
担
が

変
わ
り
ま
す保

健
医
療
課
�
医
�
療
�
係 

鈎
０
８
２
４
―
7
３
―
1
1
5
５

�
�
�
�
�
�
国
保
年
金
係 

鈎
０
８
２
４
―
7
３
―
1
1
5
8

高齢者医療費の負担割合・自己負担限度額（月額）

◆負担区分は課税所得により判定されますが、世帯の収入の状況によっては、申請により、区分が
　変わる場合があります。

�
日
本
�
医
療
制
度
�
�急
速
�
少
子
高
齢
化
�経
済
�
低
成
長
�
�
移
行
�国
民
�
生
活
�
意
識
�
変
化
�
�

大
�
�
環
境
変
化
�
直
面
�
�持
続
可
能
�
�
�
�
�
�
�
�
�構
造
改
革
�
進
�
�
�
�
�
�
�
�

　
平
成
18
年
８
月
か
ら
、高
齢
者
の
医
療
費
患
者
負
担
が
見
直
さ
れ
、ま
た
、公
的
年
金
等
控
除
の
縮
減
及
び
老

年
者
控
除
の
廃
止
に
と
も
な
い
、こ
れ
ま
で
１
割
負
担
だ
っ
た
方
で
も
２
割
負
担
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

（
自
己
負
担
限
度
額
は
、経
過
措
置
と
し
て
、平
成
18
年
８
月
か
ら
２
年
間
、一
般
並
み
に
据
え
置
か
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。）

　
ま
た
、平
成
18
年
10
月
か
ら
は
、２
割
負
担
の
方
は
３
割
負
担
と
な
り
ま
す
。

��
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
��
交
付
�
�
�
�
�
方
��
�
�老
人
保
健
制
度
�
医
療
�
受
�
�
�
�

方
�
負
担
割
合
�
�
�
�
確
認
�
�
�
�
�

（平
成
18
年
８
月
か
ら
）

�
�
�
月
�
医
療
費
�
自
己
負
担

�
限
度
額�
表
�
��
超
�
�
場
合
�

�
�
超
�
�
部
分
�
金
額
�
市
�

払
�
戻
�
�
�
�

�
申
請
�
�
�保
険
証
�
領
収
書�
老

人
保
健
�
場
合
�
必
要
�
�
�
�
�
��

高
齢
受
給
者
証�
老
人
保
健
�
受
給

者
証
��
印
鑑
�
世
帯
主
名
義
�
振
込

先
口
座�
老
人
保
健
�
場
合
�
本
人

名
義
�
�
確
認
�
�
�
�
�
�
郵
便

局
�
除
�
�
�
持
参
�
�
保
健
医
療

課
�
�
�
各
支
所
市
民
課
�
市
民
生

活
課
�
申
請
�
�
�
�
�
�
�

�
老
人
保
健
�
受
給
者
�
場
合
�高

額
医
療
費
�
該
当
�
�
�
�
�
�金

額
�
大
小
�
関
係
�
�
�市
�
�
通

知
�
�
�
�
�
�通
知
書
�
持
参
�

�
�
�
�
�
�

�
入
院
�
�
時
�
自
己
負
担
金
額
�
�

食
事
代
�
室
料
差
額
等
�
除
�
�
�

限
度
額(

表
�)

�
�
�
支
払
�
�

済
�
�
�
�

�
低
所
得
Ⅱ
及
�
Ⅰ
�
限
度
額
�

適
用
�
�
場
合
�
�市
�
交
付
�
�

認
定
証
�
必
要
�
�
�該
当
�
�
場

合
�
�印
鑑
�
保
険
証
�
高
齢
受
給
者

証(

老
人
保
健
�
受
給
者
証)

�
持

参
�
�保
健
医
療
課
�
�
�
各
支
所

市
民
課
�
市
民
生
活
課
�
申
請
�
�

�
�
�
�
�

�
70
歳
以
上
75
歳
未
満
�
方�
老
人

保
健
�
受
給
者
証
�
交
付
�
�
�

�
�
方
�
除
�
��
交
付
�
�
�
�

�
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
�

�
有
効
期
限
�
�
月
31
日
�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
��
月
�
�
�
年
間
有

効
�
�
�
高
齢
受
給
者
証�
�
�
�

色
��
�
月
末
�
郵
送
�
�
�
交
付

�
�
�
�
�
�医
療
機
関
�
�
�
受

診
�
�
�
際
�
�
�
�
受
給
者
証

�
必
�
受
付
窓
口
�
提
示
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�現
在
�
持
�
�
受
給
者
証

�
�
月
�
�
�
�
�
�
�
破
棄
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
��
月
�
日
�
�
月
�
日
�

間
�
誕
生
日
�
迎
�
70
歳
�
�
�

�
�
方
�
�
�
�
�
�
�高
齢
受
給

者
証
�
送
付
�
�
�
�

�
�
�
度
�
制
度
改
正
�
�
�
�一

部
負
担
金
�
割
合
�
�
割
�
方
�

�
�
�
�
�
�
割
�
平
成
18
年
�
月

30
日
�
�
�
�
割
�
�
�
記
入
�
�

�
�
�
�
�

高
齢
者
の
医
療
費
が

高
額
に
な
っ
た
と
き

高
齢
者
が
入
院
し
た
時
の

自
己
負
担
金
額

平成18年8月1日～9月30日まで 平成18年10月1日以降

一定以上所得者

負担区分

一定以上所得者
（経過措置適用）

低所得Ⅰ

低所得Ⅱ

一般

①

②

③

④

⑤

負担
割合

１割

１割

１割

２割

２割

１割

１割

１割

3割

3割

外来の
限度額

8,000円

8,000円

12,000円

12,000円

40,200円

入院及び世帯
ごとの限度額

40,200円

15,000円

24,600円

40,200円

72,300円＋（医療費－361,500円）
×1%（４回目から40,200円）

44,400円

15,000円

24,600円

44,400円

80,100円＋（医療費－267,000円）
×1%（４回目から44,400円）

8,000円

8,000円

12,000円

12,000円

44,400円

負担
割合

外来の
限度額

入院及び世帯
ごとの限度額

※①～⑤の負担区分は、世帯の所得状況により次ページの負担区分（所得段階）のとおりとなります。
※低所得Ⅰ・Ⅱの方は、市へ事前に「限度額適用・標準負担額減額認定証」の申請が必要です。

表1

①一定以上所得者：2割負担（10月からは3割負担）
　同一世帯に、課税所得が213万円以上の「70歳以上の者」または「老人保健受給者」が1人でもいる場合。

②一定以上所得者（経過措置適用）：2割負担（10月からは3割負担）
　同一世帯に、課税所得が145万円以上213万円未満の「70歳以上の者」または「老人保健受給者」が１人

でもいる場合（①を除く）。

　

③一般：1割負担
　同一世帯の「70歳以上の者」および「老人保健受給者」の課税所得が、それぞれ145万円未満である場合

（④、⑤を除く）。

④低所得Ⅱ：１割負担
　同一世帯の世帯全員が市民税非課税の場合。ただし、課税世帯であっても、「税法上の経過措置対象

者」と「非課税者」のみの世帯の場合は、「非課税者本人」のみが低所得Ⅱになります。

※税法上の経過措置対象者：昭和15年1月2日生まれ以前の者で前年中の合計所得金額が125万円以下の

課税者。

⑤低所得Ⅰ：１割負担
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　多くの市民の皆さんの声を市政に反映させるため、市政懇談会を実施します。7月中旬からスタート

し、市内18会場で行います。

　内容は市政運営のほか、共通課題として、「自治振興区活動」と「農業自立振興プロジェクト」をテー

マに説明し、市民の皆さんと意見交換します。

　市民の皆さんから要望がありました休

憩施設「ポケットパーク」が市役所通りに

完成しました。

　公衆トイレや地元材で作られたベンチ

を設置しています。憩いのスペースとして

ご利用ください。また、環境美化にご協力

をお願いします。

8月1日から市役所（各支所を含む）の閉庁時間を、

現行の17時15分から17時30分（15分延長）
に変更します。
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閉庁時間を15分延長します
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変更後

今回は、水道事業、病院事業についての、平成17年度予算の3月31日現在の執行状況をお知らせします。
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平成17年度下半期　予算の執行状況 財政課財政係  鈎0824―73―1129

「市役所通りポケットパーク」が完成

■詳しくは、情報推進課広報統計係または各支所地域振興課へお問い合わせください。

本村公民館

敷信公民館

東公民館

峰田公民館

北公民館

ふれあいセンター

高公民館

山内公民館

ウィル西城

小鳥原小学校

口和インターチェンジ（イメージ図）
高野地区連絡所開所式

口和地区連絡所開所式
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　7月1日から、第2子以降の妊婦健診時に、ファ

ミリーサポートを利用し、安心して受診できる

よう利用料金を減額します。

　育児を応援してほしい人（依頼会員）と応援し

たい人（提供会員）が会員になり、相互に関わり

あって、安心して子育てをするための相互援助

活動です。

　庄原市に住所がある方なら、どなたでも会員

になることが出来ます。

児童福祉課子育て支援係 鈎0824-73-0051　 高野支所保健福祉課　　 鈎0824-86-2114

西城子育て支援センター 鈎0824-82-3003　 比和子育て支援センター 鈎0824-85-2608

東城支所保健福祉課　　 鈎08477-2-5131　 総領支所市民生活課　　 鈎0824-88-3110

口和子育て支援センター 鈎0824-89-7070

応援します。
あなたの子育て!

児童福祉課子育て支援係　鈎0824－73－0051

1 21 3 広報しょうばら　2006.7 広報しょうばら　2006.7

ファミリーサポート事業における
「妊婦健診支援事業」がスタート

―利用料を減額します―

※兄弟姉妹を同じ提供会員さんに預ける場合は、
　2人目から半額になります。

①会員登録

　まずは、お近くの担当窓口で、ファミリーサポートの

　会員登録が必要です。印鑑、申請者の顔写真2枚（2cm×

　3cm程度）を持参してください。

　※現在会員の方は、すぐにご利用いただけます。

②利用する時

　「妊婦健診で依頼する」と担当窓口にお伝えください。

③利用した後

　受診時の領収書及び母子手帳を、サポート利用月の月

　末までに担当窓口に持参してください。（代理の方で

　も可）

出産や子育てについて語り合う妊婦さんと子育て中の提供

会員さん。「あ！うごいた？」お姉ちゃんも楽しみにしていま

す。（庄原ひだまり広場にて）

一
般
利
用
時

月曜～金曜（1時間600円）

利用者負担額

400円

市の支援額（1/3）

200円

土・日・祝日・年末年始（1時間700円）

利用者負担額 市の支援額(1/3)

470円 230円

ファミリーサポート事業とは

妊
婦
健
診
利
用
時

月曜～金曜（1時間600円）

利用者負担額

200円

市の支援額（2/3）

400円

土・日・祝日・年末年始（1時間700円）

利用者負担額 市の支援額(2/3)

230円 470円

●母子手帳取得後の妊婦健診時に、提供会員の

　自宅で子どもを預かります。

●利用料金は次のとおりです。

妊婦健診支援事業

手続きの方法

問い合わせ
担 当 窓 口

豊
か
な
心
を
育
て
る
道
徳
教
育

庄原市教育委員会

学校教育構造図

■
道
徳
教
育
と
は

　総領小学校では、自分の考えと、友達の考えを交

流することで、道徳の時間を充実させ、一人ひとり

の道徳性を高めようと取り組んでいます。

　2年生の児童は、大変元気よく、はきはきと発表し

ました。先生は、一人ひとりの考えを引き出すよう

にワークシートを用意したり、お互いの考えを交流

しやすくするために役割演技を取り入れたりする

など、効果的な工夫が行われ、参加者の参考になり

ました。

■
各
学
校
で
は

■
家
庭
・
地
域
で
は

第
１
回
庄
原
市
道
徳
教
育

推
進
委
員
会
・
研
修
会

創造性豊かな
人づくり

教育を支える
基礎づくり

心豊かな
人づくり

教職員
の研修
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庄原市教育委員会では、重点施策として「心

豊かな人づくり」を掲げ、本市教育の重要な

柱として、道徳教育を推進しています。

道徳教育の推進
●道徳の時間の充実

●生徒指導の充実

●地域・家庭との連携

２学年の公開授業

ねらい：よいと思ったことは最後までやりぬく
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　7月1日から、第2子以降の妊婦健診時に、ファ

ミリーサポートを利用し、安心して受診できる

よう利用料金を減額します。

　育児を応援してほしい人（依頼会員）と応援し

たい人（提供会員）が会員になり、相互に関わり

あって、安心して子育てをするための相互援助

活動です。

　庄原市に住所がある方なら、どなたでも会員

になることが出来ます。

児童福祉課子育て支援係 鈎0824-73-0051　 高野支所保健福祉課　　 鈎0824-86-2114

西城子育て支援センター 鈎0824-82-3003　 比和子育て支援センター 鈎0824-85-2608

東城支所保健福祉課　　 鈎08477-2-5131　 総領支所市民生活課　　 鈎0824-88-3110

口和子育て支援センター 鈎0824-89-7070

応援します。
あなたの子育て!

児童福祉課子育て支援係　鈎0824－73－0051
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ファミリーサポート事業における
「妊婦健診支援事業」がスタート

―利用料を減額します―

※兄弟姉妹を同じ提供会員さんに預ける場合は、
　2人目から半額になります。

①会員登録

　まずは、お近くの担当窓口で、ファミリーサポートの

　会員登録が必要です。印鑑、申請者の顔写真2枚（2cm×

　3cm程度）を持参してください。

　※現在会員の方は、すぐにご利用いただけます。

②利用する時

　「妊婦健診で依頼する」と担当窓口にお伝えください。

③利用した後

　受診時の領収書及び母子手帳を、サポート利用月の月

　末までに担当窓口に持参してください。（代理の方で

　も可）

出産や子育てについて語り合う妊婦さんと子育て中の提供

会員さん。「あ！うごいた？」お姉ちゃんも楽しみにしていま

す。（庄原ひだまり広場にて）

一
般
利
用
時

月曜～金曜（1時間600円）

利用者負担額

400円

市の支援額（1/3）

200円

土・日・祝日・年末年始（1時間700円）

利用者負担額 市の支援額(1/3)

470円 230円

ファミリーサポート事業とは

妊
婦
健
診
利
用
時

月曜～金曜（1時間600円）

利用者負担額

200円

市の支援額（2/3）

400円

土・日・祝日・年末年始（1時間700円）

利用者負担額 市の支援額(2/3)

230円 470円

●母子手帳取得後の妊婦健診時に、提供会員の

　自宅で子どもを預かります。

●利用料金は次のとおりです。

妊婦健診支援事業

手続きの方法

問い合わせ
担 当 窓 口

豊
か
な
心
を
育
て
る
道
徳
教
育

庄原市教育委員会

学校教育構造図

■
道
徳
教
育
と
は

　総領小学校では、自分の考えと、友達の考えを交

流することで、道徳の時間を充実させ、一人ひとり

の道徳性を高めようと取り組んでいます。

　2年生の児童は、大変元気よく、はきはきと発表し

ました。先生は、一人ひとりの考えを引き出すよう

にワークシートを用意したり、お互いの考えを交流

しやすくするために役割演技を取り入れたりする

など、効果的な工夫が行われ、参加者の参考になり

ました。

■
各
学
校
で
は
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・
地
域
で
は

第
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推
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・
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庄原市教育委員会では、重点施策として「心

豊かな人づくり」を掲げ、本市教育の重要な

柱として、道徳教育を推進しています。

道徳教育の推進
●道徳の時間の充実

●生徒指導の充実

●地域・家庭との連携

２学年の公開授業

ねらい：よいと思ったことは最後までやりぬく
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安
全
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毎
日
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平成15年

16年

17年

18年

乗り
物盗

18

10

16

6

街頭
犯罪

49

27

25

26

侵入
窃盗

14

30

24

34

性犯罪

1

1

0

0

その他

48

66

48

38

総合計

130

134

113

104

■身近な犯罪の発生状況（庄原警察署管内）
各年1月～5月末　単位：件

犯　罪

年

　
５
月
４
日
午
前
３
時
５
分
頃
、

庄
原
市
山
内
町
の
コ
ン
ビ
ニ
で
、

持
凶
器
強
盗
事
件
が
発
生
し
ま

し
た
。

　
現
在
も
捜
査
中
で
す
が
、次
の

よ
う
な
手
配
事
項
が
あ
り
ま
す

の
で
、事
件
に
関
連
す
る
情
報
が

あ
り
ま
し
た
ら
庄
原
警
察
署
捜

査
本
部
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

●
犯
人
の
特
徴

　
男
一
人
、年
齢
20
歳
前
後
、身

長
170
㎝
位
、細
身
、目
が
細
い
、黒

色
目
出
し
帽
、灰
色
作
業
服
上
下

（
つ
な
ぎ
）を
着
用
、紺
色
の
ウ
エ

ス
ト
ポ
ー
チ
と
シ
ョ
ッ
ト
ガ
ン

様
の
エ
ア
ガ
ン
を
所
持
。

●
犯
行
後
バ
イ
ク
を
使
用
し
て

逃
走
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。

　
５
月
24
日
、市
内
の
コ
ン
ビ
ニ

で
、強
盗
に
対
す
る
訓
練
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
コ
ン
ビ
ニ
の
オ
ー
ナ
ー
や
従

業
員
な
ど
約
30
人
が
参
加
。強
盗

犯
へ
の
対
処
の
仕
方
や
１
１
０

番
の
通
報
の
仕
方
を
学
び
ま
し
た
。

参
加
者
は「
一
瞬
の
出
来
事
で
犯

人
の
特
徴
を
覚
え
る
の
は
意
外

と
難
し
い
」な
ど
と
感
想
を
話
し

て
い
ま
し
た
。

強
盗
事
件
に
関
す
る

情
報
提
供
を

コ
ン
ビ
ニ
強
盗
へ
の

対
処
を
学
ぶ

な
く
そ
う
水
難
事
故

　
毎
日
暑
い
日
が
続
き
、子
ど
も

た
ち
が
大
好
き
な
プ
ー
ル
や
川

で
の
水
遊
び
、魚
釣
り
な
ど
水
に

親
し
む
楽
し
い
季
節
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。し
か
し
、毎
年
こ
の

時
期
は
、子
ど
も
の
水
難
事
故
が

多
発
す
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

県
内
で
は
、昨
年
６
月
か
ら
８
月

の
間
、27
件
の
水
難
事
故
が
発
生

し
、そ
の
う
ち
中
学
生
以
下
は
５

件
で
１
人
が
死
亡
し
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、遊
び
に
夢
中

に
な
る
と
、周
り
が
目
に
入
ら
な

く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。悲
惨

な
事
故
か
ら
子
ど
も
を
守
る
た
め
、

次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

●
水
遊
び
中
の
子
ど
も
か
ら
目

を
離
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
子
ど
も
だ
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給
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安
心
　
　

安
全
な
毎
日
の
た
め
に

＆

防
犯
編

庄
原
警
察
署
　
鈎
０
８
２
４-

７
２-

０
１
１
０

平成15年

16年

17年

18年

乗り
物盗

18

10

16

6

街頭
犯罪

49

27

25

26

侵入
窃盗

14

30

24

34

性犯罪

1

1

0

0

その他

48

66

48

38

総合計

130

134

113

104

■身近な犯罪の発生状況（庄原警察署管内）
各年1月～5月末　単位：件

犯　罪

年

　
５
月
４
日
午
前
３
時
５
分
頃
、

庄
原
市
山
内
町
の
コ
ン
ビ
ニ
で
、

持
凶
器
強
盗
事
件
が
発
生
し
ま

し
た
。

　
現
在
も
捜
査
中
で
す
が
、次
の

よ
う
な
手
配
事
項
が
あ
り
ま
す

の
で
、事
件
に
関
連
す
る
情
報
が

あ
り
ま
し
た
ら
庄
原
警
察
署
捜

査
本
部
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

●
犯
人
の
特
徴

　
男
一
人
、年
齢
20
歳
前
後
、身

長
170
㎝
位
、細
身
、目
が
細
い
、黒

色
目
出
し
帽
、灰
色
作
業
服
上
下

（
つ
な
ぎ
）を
着
用
、紺
色
の
ウ
エ

ス
ト
ポ
ー
チ
と
シ
ョ
ッ
ト
ガ
ン

様
の
エ
ア
ガ
ン
を
所
持
。

●
犯
行
後
バ
イ
ク
を
使
用
し
て

逃
走
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。

　
５
月
24
日
、市
内
の
コ
ン
ビ
ニ

で
、強
盗
に
対
す
る
訓
練
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
コ
ン
ビ
ニ
の
オ
ー
ナ
ー
や
従

業
員
な
ど
約
30
人
が
参
加
。強
盗

犯
へ
の
対
処
の
仕
方
や
１
１
０

番
の
通
報
の
仕
方
を
学
び
ま
し
た
。

参
加
者
は「
一
瞬
の
出
来
事
で
犯

人
の
特
徴
を
覚
え
る
の
は
意
外

と
難
し
い
」な
ど
と
感
想
を
話
し

て
い
ま
し
た
。

強
盗
事
件
に
関
す
る

情
報
提
供
を

コ
ン
ビ
ニ
強
盗
へ
の

対
処
を
学
ぶ

な
く
そ
う
水
難
事
故

　
毎
日
暑
い
日
が
続
き
、子
ど
も

た
ち
が
大
好
き
な
プ
ー
ル
や
川

で
の
水
遊
び
、魚
釣
り
な
ど
水
に

親
し
む
楽
し
い
季
節
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。し
か
し
、毎
年
こ
の

時
期
は
、子
ど
も
の
水
難
事
故
が

多
発
す
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

県
内
で
は
、昨
年
６
月
か
ら
８
月

の
間
、27
件
の
水
難
事
故
が
発
生

し
、そ
の
う
ち
中
学
生
以
下
は
５

件
で
１
人
が
死
亡
し
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、遊
び
に
夢
中

に
な
る
と
、周
り
が
目
に
入
ら
な

く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。悲
惨

な
事
故
か
ら
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ど
も
を
守
る
た
め
、
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の
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に
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け
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ょ
う
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中
の
子
ど
も
か
ら
目

を
離
さ
な
い
よ
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に
し
ま
し
ょ
う
。
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で
の
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で
す
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ず
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者
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同
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ま
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●
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の
大
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が「
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な
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よ
」

と
ひ
と
声
か
け
ま
し
ょ
う

●
家
の
周
り
の
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点
検
と
安
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対
策
を
徹
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さ
せ
ま
し
ょ
う

●
幼
い
と
き
か
ら
水
に
親
し
み
、

怖
さ
や
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ぎ
方
を
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え
る
こ
と

も
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切
で
す
。

�
学
校
�
夏
休
�
�
目
前
�

控
�
�
�少
年
�
深
夜
徘
徊
�

喫
煙
�
見
受
�
�
�
�
�
�

�
夜
遊
�
�
少
年
�
�
�
�

�
吸
�
�
�
�
少
年
�
見
�

�
�
�
��
早
�
帰
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
良
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
声
�
�
�
�
�
�

�
�
�

�
自
分
�
子
�
�
�
同
�
気

持
�
�
�声
�
�
�
�
�
�
必

�
心
�
通
�
�
�
�

�
少
年
�
被
害
者
�
�
�
事

件
�
防
止
�
�
�
�
�
�皆
�

�
�
協
力
�
�
願
�
�
�
�
�

夏
に
お
け
る

少
年
非
行
防
止

市内の居宅介護支援事業所
地域 名　　称 電話番号

JA庄原居宅介護支援事業所

聖仁会居宅介護支援事業所

相扶の郷居宅介護支援事業所

第二相扶の郷居宅介護支援事業所

ハピネスヒル居宅介護支援事業所

居宅介護支援事業所備北ななつか

庄原市社協居宅介護支援事業所しょうばら

西城福祉会居宅介護支援事業所

西城居宅介護支援事業所

庄原市社協居宅介護支援事業所さいじょう

庄原市社協居宅介護支援事業所とうじょう

こぶしの里居宅介護支援事業所

東寿園居宅介護支援事業所

ハートウイング居宅介護支援事業所

庄原市社協居宅介護支援事業所くちわ

庄原市社協居宅介護支援事業所たかの

庄原市社協居宅介護支援事業所ひわ

居宅介護支援事業所吾妻園

ケアプランセンターこぶし

居宅介護支援事業所ユーシャイン

0824-72-4284

0824-72-6688

0824-74-0530

0824-75-0880

0824-72-9536

0824-75-2084

0824-72-7120

0824-82-2139

0824-82-3350

0824-82-2953

08477-2-0488

08477-2-5252

08477-2-2215

0824-89-2700

0824-89-2320

0824-86-3301

0824-85-2300

0824-85-2100

0824-85-3939

0824-88-3000

西城

庄原

東城

口和

高野

比和

総領

��
寝
�
�
�
�
�
重
度
�
介
護

�
必
要
�
�
�
人
�
�在
宅
�
介

護
�
�
�
�
家
族
�
�
�
対
�
�
�

�
�
精
神
的
�
経
済
的
負
担
�
軽

減
�
図
�
�
�
�
�家
族
介
護
慰

労
金
�
支
給
�
�
�
�
�
�支
給

�
対
象
�
�
�
方
�
忘
�
�
�

申
請
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�申
請
手
続
�
�
�
�
�

�
�
�
�社
会
福
祉
課
介
護
保
険

係
�各
支
所
保
健
福
祉
担
当
課
�

�
相
談
�
�
�
�
�

�
市
内
�
住
所
�
�
�
�居
住
�

�
�
�
人
�

�
要
介
護
�
�
�
�
�
�
認
定

�
受
�
�
�
�
人
�

�
在
宅
�
介
護
�
必
要
�
人

��
該
当
要
件
�
�
�
�
全
�
�

該
当
�
�
方
�
平
成
18
年
�
月

�
日
�
�
平
成
18
年
�
月
31
日

�
間
�在
宅
�
介
護
�
�
�
�
同

居
家
族
�
�
�
支
給
�
�
�
�

�
在
宅
�
介
護
�
�
�
月
数
�

応
�
�
�月
額
�
千
円
�
支
給
�

�
�
��
医
療
機
関
�介
護
保
険
施

設
�
�
�
月
�
初
日
�
�
終
�

�
�
入
院
�入
所
�
�
�
�
月
�

除
�
�
�
��

��
在
宅
高
齢
者
家
族
介
護
慰
労

金
支
給
申
請
書�
居
宅
介
護
支
援

事
業
者
�
�
�
地
域
包
括
支
援

�
�
�
�
�
確
認
印
�
必
要
�
�
�)

�
口
座
振
替
依
頼
書�
�
�
�
提

出
�
�
�
�
�
方
�
不
要
�
�
��

�
印
鑑

�
�
��
�
書
類
�
社
会
福
祉
課

介
護
保
険
係
及
�
各
支
所
保
健

福
祉
担
当
課
�
�
�
�
�
�

��
�
月
�
日
�
�
�
月
21
日
�
�

�
期
間
中
�
土
�
日
�
�
表
中
�

各
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
�
申

請
�
準
備
�
�
�
�
�
�

�
�
月
下
旬
�
�指
定
�
口
座
�

振
�
込
�
�
�
�

社
会
福
祉
課
介
護
保
険
係
�
�

鈎
０
８
２
４
―
７
３
―
１
１
６
７

西
城
支
所
保
健
福
祉
課

鈎
０
８
２
４
―
８
２
―
２
２
０
２

東
城
支
所
保
健
福
祉
課
�
�
�

鈎
０
８
４
７
７
―
２
―
５
１
３
１

口
和
支
所
保
健
福
祉
課
�
�
�

鈎
０
８
２
４
―
８
７
―
２
１
１
４

高
野
支
所
保
健
福
祉
課
�
�
�

鈎
０
８
２
４
―
８
６
―
２
１
１
４

比
和
支
所
市
民
生
活
課
�
�
�

鈎
０
８
２
４
―
８
５
―
３
０
０
２

総
領
支
所
市
民
生
活
課
�
�
�

鈎
０
８
２
４
―
８
８
―
３
１
１
０

�

在
宅
高
齢
者
家
族

介
護
慰
労
金
と
は

支
給
額

申
請
に
必
要
な
書
類

在
宅
高
齢
者
の
該
当
要
件

申
請
期
間

支
給
の
時
期

問
い
合
わ
せ
・
申
請
窓
口

支
給
対
象
者

カラーボールの投げ方を学ぶ

�
�
�
�



68%

集団検診群
外来受診群

51%

B：（限局がん）

1 61 7 広報しょうばら　2006.7 広報しょうばら　2006.7

前
立
腺
が
ん
は
増
え
て
い
る

庄
原
赤
十
字
病
院

泌
尿
器
科
部
長

上
田
　
光
孝

検診で見つかった群と泌尿器科外来受診群の生存率の比較

 100

80

60

40

20

0

（％）

1　 2　 3 　4　 5 　6　 7（年）

7,514

21,062
22,988

78,468

 50,000

0

（人）

1980　1990　2000　2010　2020（年）

59%

30%

C：（局所浸潤がん）

 100

80

60

40

20

0

（％）

1　 2　 3 　4　 5 　6　 7（年）

39%

25%

D：（転移がん）

 100

80

60

40

20

0

（％）

1　 2　 3 　4　 5 　6　 7（年）

罹患数

死亡数

図4 前立腺がんの臨床病期図3

図1図2 わが国の前立腺がん罹患と
死亡の将来予測

前
立
腺
が
ん
は
高
齢
者
に

発
症
し
や
す
い

前
立
腺
が
ん
検
診
の
ス
ス
メ

�
前
立
腺
�
�
�
臓
器
�
�
存
知

�
�
�
�
�
�前
立
腺
�
男
性
�
�

�
�
�
臓
器
�
�主
�
精
子
�
運
動

�
栄
養
�
関
係
�
�
前
立
腺
液
�

産
生
�
�
�
�
�
�大
�
�
�
栗
�

実
大
�
膀
胱
�
�
�
下
�
�
�
�中

�
尿
道
�
通
�
�
�
�
�
��
図
�
��

�
年
齢
�
�
�
�
増
�
�
�
�
前

立
腺
�
病
気
�
前
立
腺
肥
大
症
�

前
立
腺
�
�
�
�
�
�
�
�前
立
腺

�
�
�
特
有
�
自
覚
症
状
�
少
�
�
�

�
�
�
�
�
出
�
�
�
�
�
�
症

状
�
出
�
�
�
�
��
�
�
進
行
�

�
�
�
�
�
�
多
�
�早
期
発
見
�

大
切
�
�
�
�
�
�

�
前
立
腺
�
�
�
�
�
�
�
日
本

�
�
少
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

生
活
�
欧
米
化
�
高
齢
化
�
伴
�

�
急
激
�
増
�
�
�
�
��
図
�
��

天
皇
陛
下
�
森
喜
朗
前
総
理
�
前

立
腺
�
�
�
�
�
�
�
�
報
道
�

記
憶
�
新
�
�
�
�
�
�
�
�

�
前
立
腺
�
�
�
50
歳
未
満
�
人

�
�
少
�
�
�60
歳
以
降
�
�
急
増

�
�
典
型
的
�
�高
齢
者
�
��
�
�
�

■
前
立
腺
が
ん
の
進
行
病
期（
図
３
）

病
期
Ａ
…
�
�
�
小
�
�
検
査
�

�
�
�
分
�
�
�
�前
立
腺
肥
大
症

�
�
�
手
術
�
偶
然
発
見
�
�
�

�
�
�

病
期
Ｂ
…
�
�
�
前
立
腺
内
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

病
期
Ｃ
…
�
�
�
前
立
腺
�
外
側

�
被
膜
�
破
�
�
�
�
�
�精
�
�

腺
�
達
�
�
�
�
�
�
�

病
期
Ｄ
…
�
�
�
骨
�
�
�
�
節
�

肺
�
�
�
遠
�
�
臓
器
�
�
及
�

�
�
�
�
�
�

�
一
般
�
病
期
�
��
�
早
期
�
�
�

病
期
�
��
�
進
行
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�前
立
腺
�
�
�
特
�
骨

�
転
移
�
�
�
�
�腰
痛
�
�
�
症

状
�
起
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
図
�
�
前
立
腺
検
診
�
�
�
�

見
�
�
�
�
人
�
�何
�
�
�
症
状

�
�
�
�
泌
尿
器
科
�
受
診
�
�

�
�
�
見
�
�
�
�
人
�
生
存
率

�
比
較
�
�
�
�
�
�
��
�
病
期

�
�
�
�
�
検
診
�
見
�
�
�
�

�
�
�
方
�
生
存
率
�
高
�
�
�

�
分
�
�
�
�
�

�
前
立
腺
�
�
�
早
期
発
見
�
�

�
�
�50
歳
以
上
�
方
�
検
診
�
�

�
�
�
�
�
�
�検
査
�
�
�
��
前

立
腺
特
異
抗
原
��
測
定
�
�
�
血

液
検
査
�
行
�
�
�
�正
常
範
囲
�

�
�
��
ng
�
ml
��
�4.1
以
上
�
�

�
�
精
密
検
査
�
必
要
�
�
��
回

�
採
血
�
�
�
済
�
�
�
�
�結
果

�
早
�
�
�
�
時
間
以
内
�
�
�

�
�
�
��
�
�
検
査
�
当
院
�
�

�
�
�
�開
業
�
�
�
�
�
先
生
�

�
希
望
�
�
�
�
�
�
�
�
��
�

�
検
診
�
�
�
�
�
�
�
�
追
加

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
前
立
腺
�
�
�
自
分
�
�
見
�

�
�
�
�
病
気
�
�
�
�定
期
的
�

�
�
年
�
�
回
�
検
査
�
受
�
�
�

�
�
早
期
�
発
見
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
前
立
腺
�
�
�
他

�
�
�
�
比
�
�
進
行
�
遅
�
��

�
�
�
�
�
進
行
�
抑
�
�
優
�

�
治
療
法
�
開
発
�
�
�
�
�
�

�
�
�安
心
�
�
検
査
�
治
療
�
受

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

精のう腺

前立腺
がん

リンパ
節転移

骨、肺など
へ転移

病期Ａ 病期Ｂ

病期Ｃ 病期Ｄ

精のう腺膀胱

前立腺

尿道

健康広場
Healthy plaza

市 の 台 所 事 情
シリーズ ●

不
足
す
る
歳
入
一
般
財
源（
市
税
・
地
方
交
付
税
な
ど
）

Vol.2

財
政
課
財
政
係
�
鈎
０
８
２
４
―
７
３
―
１
１
２
９

大
幅
削
減
の
地
方
交
付
税

億

基金残高の推移（財政調整基金・減債基金）

34.3億円 34.4億円

11億円

9.8億円 6.8億円

H12年度末 H13年度末 H14年度末 H15年度末 H16年度末 H17年度末 H18年度末（見込）

　�
庄
原
市
�
�
�
中
山
間
地
域

�
自
治
体
�
�
�
都
市
部
�
自
治

体
�
比
�
�
市
税
�
�
�
自
治
体

自
�
�
収
入
�
�
財
源
�
乏
�
�
�

地
方
交
付
税
�
国
庫
支
出
金
�
�

国
�
県
�
�
交
付
�
�
�
�
金
�
�

歳
入
�
大
半
�
占
�
�
�
�
�
�

�
未
�
経
済
�
回
復
�
兆
�
�

見
�
�
�
庄
原
市
�
�
�
�
�
�

税
収
�
伸
�
�
�
�
�
�
�
引
�

続
�
国
�
進
�
�
�
三
位
一
体
改

革
��
�
�
�地
方
交
付
税
�
国
庫

支
出
金
�
削
減
�
検
討
�
�
�
今

後
�
�
�
�
�
財
政
運
営
�
厳
�

�
�
�
�
予
想
�
�
�
�
�

�
市
税
�
地
方
交
付
税
�
�
自
治

体
�
自
由
�
使
�
�
�
�
�
�
一

般
財
源
�
�
�
�
�
�
一
般
財
源

�
多
�
�
�
�
自
治
体
�
�
�
�

�
�
必
要
�
応
�
�
事
業
�
�
自

主
的
�
行
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
一
般
財
源
�
今
後
�
�

�
�
�
減
少
�
�
�
�
�
�
�

予
想
�
�
�
�
�
�
応
�
�
事
務

事
業
�
�
�
見
直
�
�
必
要
�

�
�
�
�
�
�
�

�
歳
入
�
年
�
減
少
傾
向
�
�

�
�
�
�
�
�
少
子
高
齢
化
�
�

対
応
�地
域
経
済
�
活
性
化
�新
市

建
設
計
画
�
基
�
�
各
種
事
業

�
推
進
�
�
�
新
�
�
�
�
�
�

�
�
歩
�
�
止
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
持
続
可
能
�
財
政

運
営
�
行
�
必
要
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
財
源
�
不

足
�
補
�
�
�
�
市
�
貯
金
�
�

�
�
基
金
�
取
�
崩
�
�
�
�
�

基
金
�
�
�
底
�
�
�
�
危
機

的
�
財
政
状
況
�
�
市
�
財
政
運

営
�
大
�
�
岐
路
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

予算規模の推移（普通会計）
年　度

市（町）税

交付税

臨時財政対策債

その他

合　計

12年

38.8

167

0

152.6

358.4

13年

38.9

157.6
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※表は、一般会計に住宅資金特
　別会計や歯科診療所特別会計
　などを含んだ普通会計ベース
　で作成しています。

（単位：億円）
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臨時財政対策債
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合　計

12年

38.8

167

0

152.6

358.4

13年

38.9

157.6

5.4

160.3

362.2

14年

38.6

147.7

11.2

161.9

359.4

15年

37.5

137.6

17.4

157.2

349.7

16年

37.5

132.6

12.8

206.8

389.7

17年

36.8

138.3

9.9

144.7

329.7

18年（当初）

36.4
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平成18年度当初予算（歳入）の構成（一般会計）

自主財源
20.6％ 依存財源

79.4％

諸収入
1.5％

繰入金
4.5％

市税
12.0％

その他
3.0％

その他 2.6％

地方譲与税
2.8％

県支出金
8.4％

国庫支出金
5.1％

市債
15.4％

地方交付税
44.7％

50

40

30

20

10

0

39.5億円 41.5億円

※表は、一般会計に住宅資金特
　別会計や歯科診療所特別会計
　などを含んだ普通会計ベース
　で作成しています。

（単位：億円）
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4年に1度の華やかな田植え

塩原の大山供養田植

合併後はじめての「庄原文芸」

新たに結成した庄原市文化協会が発行

高齢者を元気づける花のプレゼント

高地区の住民と児童がベゴニアを植栽

　高地区明るい地域づくり推進協議会が5月22日、地域

の一人暮らし高齢者や公共施設などへ花を贈る活動を

行われました。

　これは、花いっぱい運動の一環で、一人暮らしの高齢

者を元気づけようと、平成8年から始まりました。

　高公民館に集まった

協議会の会員20人と

高小学校と高南小学校

の１・2年生22人が一緒に、ベゴニアをプランターに植えました。

　赤・白・ピンクと彩りよく植えられた100鉢のプランターは、会員が

軽トラックで１世帯に２鉢ずつ配布。「元気で夏を乗り切ってください」

と届けると、高齢者は「いつもありがとうございます」と喜ばれました。

　庄原市文化協会が合併後初めてとなる「庄

原文芸」34号を発刊しました。

　庄原文芸は、これまで旧庄原市の文化協会

が年に1回発行し、文芸サロンとして長い間

市民の皆さんに親しまれてきましたが、合併により33

号で終刊になっていました。

　この度、新たに結成した庄原市文化協会が、「文芸活動

の発表の場として、これからも継続発行しよう」と取り

組み、163人から177作品が寄せられました。

　この34号は、Ａ5版160ページにまとめ、800部を印刷。

文化協会で購入（1部600円）できるほか、市内各図書館

においてあります。

（問い合わせ：文化協会「庄原文芸」係鈎0824―72―3286）

森林浴が楽しめるスポットに

指谷山（大万木山）の渓畔林整備とクリーン作戦

しおはら

しおはら

だいせん くよう たうえ

　森林の重要性と林業の果たす役割を広くア

ピールしようと、「指谷山（大万木山）国有林の

渓畔林整備と木地山川クリーン作戦」が5月19日、高野町上里

原で行われました。

　3年前から地元建設会社が、気軽に森林浴が楽しめるスポッ

トにしようと、ボランティアで大万木林道と木地山川周辺の整

備を始め、今回広島北部森林管理署が、関係する公共団体や地

元自治振興区へ「みんなで一緒に取り組もう」と呼びかけました。

　この呼びかけに、12団体から約100人が参加。林道周辺の清

掃活動や枝払いなどの森林整備を約1ヘクタール行いました。

また、午後からは台風の倒木被害地へケヤキやカエデなどを植

樹しました。

　5月28日、東城町塩原地区で4年に1度行われ

る塩原の大山供養田植（国重要無形民俗文化財）

が開催され、県内外から1,000人を超える見学者

が訪れました。

　この日はきれいに飾りつけられた和牛23頭が

農具を使わず「波乃形」という古式の歩き方で代

をかき、「左下」と呼ばれる男衆35人の打ち鳴ら

す太鼓と田植歌にあわせ、早乙女56人が苗を植

えました。

　この行事は江戸時代中期頃から地区の大仙神社に、牛馬の安全と五穀豊穣を祈願するために始まっ

たと云われ、田植おどりから始まり、神仏両方からの祈祷を受ける棚くぐり・代かき・太鼓田植・お札納

めの5つの行事が行われました。（今回は宝くじの助成金を受けて開催しました。）

なみのかた しろ

さげ

さおとめ

だいせん

たいこだうえ

ごこく ほうじょう

水中アクロバットやコミカルな演技

トゥリトネスＷＢ水中パフォーマンスショー

すいむ

　西城温水プール水夢で6月10日、トゥリトネスウォーターボーイズ水

中パフォーマンスショーが開催されました。トゥリトネスウォーターボ

ーイズは、男性のシンクロナイズドスイミングを題材にした映画・テレビ

「ウォーターボーイズ」の出演者によって結成された、日本で唯一の水中

パフォーマンス集団です。

　全国のプールで公演を行い、華麗な演技で観客を魅了していますが、県

北地域での公演は初めてのこと。当日会場には、庄

原市内はもちろん遠くは関東地方から250人の来場

者があり、競泳、シンクロナイズドスイミング、水中

アクロバットなど"水の道化師"のコミカルで力強い

演技に大きな拍手が送られました。この催しは、水

が苦手な人にもプールを身近な存在として感じて

もらいたいと企画し、参加者からは「水は怖くない。

水泳は楽しいと思った」「明日からプールに行きたい」

などの感想が聞かれました。

あがりぎぢやま

ぎぢやま

ゆびたに

はら
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愛鳥週間のポスター・標語で特選が３人

小・中学校で愛鳥活動の成果

子どもたちがアユの稚魚を放流

水後小と口北小が西城川で自然学習

都市と農村を結ぶネットワーク

グリーンツーリズムイン東城が田植え交流会

　水後小学校19人と口北小学校1・2年生10人が5月

29日、口和"高瀬の湯"裏の西城川で、アユの稚魚

35,000匹を放流しました。

　西城川漁業協同組合の協力で、遠く和歌山から運

んできたばかりの10センチ程度の稚魚をバケツに

入れてもらうと、飛び跳ねる稚魚を見て子どもたち

は大喜び。「大きく育ってほしい」と願いを込めて川

に放しました。

　その後、川のしくみや自然学習・魚の生き方など

を学習しました。

　生産者と消費者の顔がお互いに見える関係を作り、安全で安

心な米を食べてもらおうと、グリーンツーリズムイン東城が5月

28日、東城町粟田で田植え交流会を開催しました。

　今年で19回目となるこの交流会に、広島市や大阪市の消費者

250人が参加。最高齢90歳の今岡荘さんらによる田植

え太鼓と囃子にあわせ、つな田植えを行い、田んぼにア

イガモの雛を放しました。

　また、農作業に汗を流した後、地元の山菜を使った煮

しめやむすび・比婆牛の丸焼きなどを楽しみました。

　グリーンツーリズムイン東城では、この交流会をは

じめアイガモ農法やマイナスイオン水栽培など「安心・

安全・命」の米作りをめざしています。このような活動

が認められ、今年2月、代表の藤本勲さんが日本農業賞

を受賞しました。

野草を知ろう！そして食べよう！

西城公民館 子ども自然体験楽習ツアー
がくしゅう

　6月10日、西城町三坂地区で、「西城再発見！楽習ツ

アー」が行われました。

　西城公民館が主催するこの催しは、子どもたちが西

城町内のいろいろな地域を訪ね、地域の方との交流の

中で自然体験を行い、ふるさとの自然や歴史を楽しく

学ぼうというもの。

　この日は、食卓に彩りを添える山菜など身近な野草

の観察をテーマに、2歳から小学3年生までの児童と保

護者が三坂地区を訪れ、三坂の歴史を聞いたり、野草を観察したりしました。また、地元農家のお母

さんたちが経営する食堂「峠の茶屋やまびこ」で、ほうこう餅の餅つきや山菜料理、「ダンボのお話会」

による絵本の読み聞かせ会を楽しみ、すずらんを見ながらクロカンパークを散策しました。

　西城公民館では今年度あと3回の自然体験ツアーを予定し、次回は8月初旬にとうもろこしのも

ぎとり体験を計画しています。興味のある方は西城公民館までお問い合せください。（鈎0824-82-2175）

地域に開かれた学校をめざす

粟田小ハートフル交流会

　地域の方を学校に招いて、学校に対する理解を深めて

もらおうと、粟田小学校が5月18日、「ハートフル交流会」

を行いました。

　児童の家族や地域住民約40人が参加し、授業参観と交

流会で児童とふれあいました。

　授業参観では、大人も児童と一緒に授業に参加し、英会

話や押し花絵の創作を楽しみました。また、交流会では、

児童が頑張っていることなどを自己紹介し、歌やゲーム

で笑顔が広がりました。

 参加した地域の皆さんは「子どもたちの生き生きした姿

にパワーをいただいた」「英語の授業が楽しかった」など

と話していました。

　交流会の最後には、地元園芸業者が提供したサルビア

などの花の苗を参加者全員で植え、子どもたちは「きれい

な花が咲いたらまた見に来てください」と呼びかけました。

　野生鳥類の保護思想を高めようと県と県教育委員会が募集し

た愛鳥週間のポスター・標語の部で、特選4人のうち3人が庄原市

から選ばれました。（以下カッコ内の学校と学年は応募当時）

　ポスターの部に401点の応募があり、特選に横山紋子さん（帝

釈小6年生）、吉浪優香さん（西城中３年）が選ばれました。また、

標語の部に175点が寄せられ、特選に渡部智之くん（小鳥原小６

年生）が選ばれました。

　餌かけ作業や早朝探鳥会などの愛鳥活動に取り組んでいる帝釈小学校では、5月17日に卒業生の横

山さんの表彰式を行い、全校児童で特選を祝いました。

健康や福祉をテーマにイベントいっぱい

2006健康福祉まつり

　5月28日、健康福祉まつりが「誰もが健康でしあわせを感

じ安心して暮らせるまちづくり」をテーマに庄原市保健セ

ンター、庄原市総合体育館をメイン会場に開催されました。

　当日は、約3,000人の来場者があり、健康チェック、福祉用

具の展示、健康相談など健康や福祉に関わる催しや、健康マ

ラソンやテニス大会などのスポーツイベントを楽しみまし

た。

　各会場では子どもから高齢者まで幅広い年齢層が参加し、

健康増進とともに世代間交流が図られた一日でした。

はやし

骨密度検査▲

ほうこう餅の餅つき

交流会でゲームを楽しむ

帝釈小学校での表彰式

あわた
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比和の初夏を彩る40匹の鯉のぼり

吾妻山の観光客を歓迎

　5月下旬から6月上旬にかけて、比和町永原地域

の国道432号沿いに鯉のぼりが泳ぎました。

　この取り組みは、永原地域の皆さんが、毎年6月

第1日曜に開催される吾妻山の山開きに合わせて、

観光客を歓迎しようと取り組まれ、今年で20年目

を迎えました。

　地元では、初夏の風物詩となり、「永原で鯉のぼ

りがあがったけぇ、山開きの時期じゃねぇ」が合言

葉になっています。

　地元住民の皆さんの力を合わせた取り組みに心

意気を感じているのか、初夏の風を受けて、鯉のぼ

りたちは元気よく泳いでいました。

起こり得る事故への心構えを

危険物流出火災想定訓練

なごうら

まちの匠・まちの基地

五町自治振興区「匠展」

　6月19日から25日にかけての一週間、西城町商工会館で、

西城町の五町自治振興区による第1回「匠展」が開催され

ました。五町自治振興区は、本町・中町・十日市・横町・明

神町の5つの行政区で構成され、多くの住民が、絵画や写

真、短歌などの創作活動を続けています。開催期間中、商

工会館2階には、60点あまりの作品が展示され、多くの来

場者が訪れました。

　この「匠展」は自治振興区内の創作活動をしている人

の作品を一同に集めて紹介し、これを地域資源として掘

り起こしていこうと開催されました。会長の堂本時和さ

んは、「五町自治振興区が位置する西城町商店街の一角は、

買う人と売る人のお茶を介した交流の歴史を生かし、『茶

のみんさい通り』と名づけられた。今後商工会館1階の交

流館『茶のみんさい』を自治振興の様々な活動基地とし

て充実させていきたい」と話されました。

2,000人が登山やバザーを楽しむ

夏の訪れを告げる吾妻山山開き

　好天に恵まれた吾妻山で6月4日、「第36回吾妻山山開き」

が開催されました。吾妻山池の原では夏山登山の安全祈

願の神事が行われ、シーズン中の無事故を祈願しました。

　比婆牛モモ肉の丸焼きなどのバザーコーナーが立ち並

ぶ会場では、市内外から約2,000人の登山客や観光客でに

ぎわい、子どもから高齢者まで幅広い年代が登山やハイ

キングなどを満喫しました。吾妻山では、四季折々の高山

植物や山野草が咲き乱れ、晴天時には山頂（1,239m）から、

日本海や大山も望めます。

　危険物安全週間を間近に控えた6月2日、西城町中野地区

の駐車場で「危険物流出火災想定訓練」が行われました。

　ガソリンスタンド前で起きた交通事故が原因で、ガソリ

ンスタンドから重油やガソリンなどが流出し、これに引火

して火災が発生するという事態を想定。事故車の処理と人

命救助、危険物流出防止、消火活動などを同時に行う複合

的な訓練となりました。この訓練は、多重事故や災害時に、連絡や役割分担など、関係者全員が迅速な

対応ができるよう、庄原消防署西城出張所が呼びかけ、西城支所、西城町内の民間事業所が協力して、

実施されたもので、西城地域では初めての試みとなりました。

　訓練に参加された伊藤郁夫さんは、「訓練のための訓練ではなく、他人事ではないということを実感

した。あってはならないことだが、事故が起こる可能性は存在している。事故や災害に遭遇したとき、

被害を最小限にくい止めるため、職場も地域もいっしょになって行動できるよう心構えを持って生活

したい」と感想を話されました。

たくみ

　6月11日、上高公民館で、高野少年消防クラブと高野婦人

防火クラブの合同訓練が行われました。

　この訓練は、庄原消防署高野出張所の協力で、高野小学校

5・6年生有志からなる少年消防クラブ員と、町内各地域から

の女性代表による防火クラブ員が、消防・防災や救急救命な

どの知識を習得しようと、毎年開催されています。

　今回は、地元高野町の社団法人日本損害保険協会認定「新

奥さま防災博士」山本イツエさんが、火災予防のための「声

かけ運動」などの必要性について講演。この他、ＡＥＤ（自動

体外式除細動器）を用いた応急手当や、消防クイズラリーとして、消防に関するクイズ形式の体験

コーナーなど、終始熱心な訓練が行われました。参加した少年消防クラブ員からは、「消防クイズラ

リーで次回は優勝したい。もっと消防についていろんな事を知りたい」などの感想が聞かれました。

　

訓練を重ねて防災意識の高揚を

高野少年消防クラブ・高野婦人防火クラブ合同訓練

市内で一番早い運動会

総領小学校が春の大運動会

組体操を行う５・６年生の児童

　第25回総領小学校の大運動会が、5月21日に行われ

ました。

　1年生から6年生まで83人の児童が、徒競走や親子

競技、団体競技「台風の目」など22種目を行い、多くの

家族や地域の方から暖かい声援を受けながら、さわや

かな汗を流しました。

　今年度、農繁期や地域行事との関係で、市内の小学校の約半分が春から初夏に開催。5月21日に開催

した総領小学校と峰田小学校が、市内で一番早い運動会となりました。
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お 知 ら せ お 知 ら せ

生
活
相
談

社
会
保
険
一
日
相
談

広報しょうばら　2006.7 広報しょうばら　2006.7

募
　
集

催
　
し

　
年
金
を
中
心
と
し
た
社
会
保

険
全
般
の
相
談
を
受
け
ま
す
。

●
庄
原
地
域

と
き

7
月
11
日（
火
）、8
月
8
日（
火
）

10
時
～
12
時
・
13
時
～
15
時
　

と
こ
ろ

西
本
町
　
長
岡
本
社
ビ
ル
3
階

●
東
城
地
域

と
き
　
7
月
19
日（
水
）

10
時
～
12
時
・
13
時
～
15
時

と
こ
ろ
　
J
A
庄
原
東
城
支
店

問
い
合
わ
せ

三
次
社
会
保
険
事
務
所

鈎
0
8
2
4
―
6
2
―
3
1
0
7 

　
ス
ト
レ
ス
・
対
人
関
係
の
悩
み
、

不
眠
や
イ
ラ
イ
ラ
、思
春
期
な
ど

の
心
の
悩
み
や
問
題
に
つ
い
て

相
談
を
受
け
ま
す
。

と
き
　
7
月
21
日（
金
）

受
付
時
間

13
時
30
分
～
14
時
30
分

と
こ
ろ
　
庄
原
市
保
健
セ
ン
タ
ー

※
予
約
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

備
北
地
域
保
健
所

鈎
0
8
2
4
―
6
3
―
5
1
8
1

（
内
線
3
3
4
2
・
3
3
4
3
）

[

肢
体]

　
7
月
20
日（
木
）

受
付
は
13
時
か
ら
14
時

と
こ
ろ
　
備
北
地
域
事
務
所
第

3
庁
舎
2
階

※
１
週
間
前
ま
で
に
社
会
福
祉

課
生
活
福
祉
係(

鈎
0
8
2
4
―

7
3
―
1
1
6
6)

へ
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。

　
各
地
域
で
人
権
擁
護
委
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
庄
原
地
域

と
き
　
7
月
25
日（
火
）、8
月
8

日（
火
）13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

●
東
城
地
域

と
き
　
8
月
3
日（
木
）

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ

東
城
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
総
領
地
域

と
き
　
8
月
10
日（
木
）

9
時
～
12
時

と
こ
ろ

総
領
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

庄
原
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

鈎
0
8
2
4
―
7
2
―
0
3
1
1

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
庄
原
で
は
、東

城
地
域
に
お
い
て
お
仕
事
の
相
談
、

雇
用
保
険
の
相
談
、そ
の
他
の
相

談
を
毎
月
第
２
水
曜
日
に
行
っ

て
い
ま
す
。

と
き
　
8
月
9
日（
水
）

10
時
～
12
時
・
13
時
～
15
時

場
所
　
庄
原
市
役
所
東
城
支
所

※
東
城
地
域
以
外
の
方
も
相
談

で
き
ま
す
。

　
備
北
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

が
子
育
て
に
関
す
る
相
談
に
応

じ
ま
す
。

と
き
　
７
月
21
日（
毎
月
第
３
金

曜
日
）10
時
～
15
時

と
こ
ろ

庄
原
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
１
週
間
前
ま
で
に
、児
童
福
祉

課
子
育
て
支
援
係(

鈎
０
８
２
４

―
７
３
―
０
０
５
１)

へ
予
約
し

て
く
だ
さ
い
。

　
今
年
で
10
回
目
を
迎
え
る
吾

妻
山
短
歌
大
会
の
作
品
を
募
集

し
ま
す
。
テ
ー
マ
は
自
由
で
、
ど

な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。た
だ

し
、未
発
表
の
作
品
に
限
り
ま
す
。

応
募
締
切
　

7
月
25
日(

火)

当
日
消
印
有
効

応
募
料
　
1
首
　
1
、0
0
0
円

(

1
人
2
首
ま
で)

問
い
合
わ
せ
　
吾
妻
山
短
歌
大

会
実
行
委
員
会
事
務
局

鈎
0
8
2
4
―
7
2
―
3
2
3
4

　
中
国
山
地
の
自
然
と
風
物
を

対
象
と
し
た
も
の
を
テ
ー
マ
と

し
て
、作
品
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
締
切

平
成
18
年
12
月
15
日
必
着

賞
　
推
薦
1
点
（
賞
金
5
0
、

0
0
0
円
）、特
選
3
点（
賞
金
1
0
、

0
0
0
円
）、特
別
賞
10
点
、入
選

10
点
な
ど

応
募
上
の
注
意
　
作
品
は
未
発

表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
中
国
山
地
豊
か

な
自
然
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
係
　

鈎
0
8
2
4
―
8
5
―
3
0
0
5

　
備
北
地
区
消
防
広
域
行
政
組

合
で
は
、次
の
と
お
り
消
防
吏
員

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員
　
消
防
吏
員
若
干
名

受
験
資
格
　
昭
和
57
年
4
月
2

日
～
平
成
元
年
4
月
1
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人

受
付
期
間
　
8
月
1
日
（
火
）
～

８
月
25
日（
金
）　
※
必
着

試
験
日

第
1
次
試
験
9
月
17
日（
日
）

試
験
場
所
　
み
よ
し
ま
ち
づ
く

り
セ
ン
タ
ー（
１
次
試
験
）

試
験
内
容
　
１
次
試
験
　
一
般

教
養
、作
文
、消
防
適
性
検
査
A

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

備
北
地
区
消
防
広
域
行
政
組
合

消
防
本
部
総
務
課

〒
7
2
8
―
0
0
1
2
　
三
次

市
十
日
市
中
３
丁
目
1
番
21
号

鈎
0
8
2
4
―
6
3
―
9
5
7
3

FAX
0
8
2
4
―
6
3
―
3
4
4
6

と
き
　
7
月
30
日
（
日
）
～
8
月

3
日（
木
）4
泊
5
日
　

と
こ
ろ
　
高
原
の
家
七
塚

内
容
　
野
外
炊
飯
、
自
然
観
察
、

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど

対
象
　
小
学
校
3
年
生
～
6
年

生
の
児
童
50
人

参
加
費
　
7
、0
0
0
円（
参
加
費
、

食
費
、保
険
料
、教
材
費
を
含
む
）

申
し
込
み
　
郵
送
、
電
話
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
左
記
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

締
め
切
り
　
7
月
22
日（
土
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　

高
原
の
家
七
塚

〒
7
2
7
―
0
0
2
3

庄
原
市
七
塚
町
5
8
0

鈎
0
8
2
4
―
7
5
―
2
0
3
3

FAX
0
8
2
4
―
7
4
―
0
8
2
7

　「
グ
リ
ー
ン
ラ
リ
ー
」と
は
、吾

妻
山
の
大
自
然
の
中
を
木
々
や

草
花
の
名
前
を
調
べ
な
が
ら
ハ

イ
キ
ン
グ
し
、
森
林
浴
・
体
力
づ

く
り
と
あ
わ
せ
て
、自
然
と
の
ふ

れ
あ
い
を
深
め
て
も
ら
お
う
と

考
え
ら
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　
夏
の
思
い
出
づ
く
り
に
、ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き
　
8
月
8
日(

火)

9
時
30
分
～
16
時
30
分

受
付
場
所
　
比
和
文
化
会
館

コ
ー
ス

ゆ
っ
た
り
コ
ー
ス(

1
・
5
km)

が
ん
ば
り
コ
ー
ス(

5
km)

参
加
費
　
大
人
1
、0
0
0
円
　

小
人
5
0
0
円

申
込
期
限
　
7
月
20
日(

木)

問
い
合
わ
せ
　
吾
妻
山
グ
リ
ー

ン
ラ
リ
ー
事
務
局

鈎
0
8
2
4
―
8
5
―
3
0
0
5

　
毎
年
多
く
の
参
加
者
が
熱
戦

を
繰
り
広
げ
る
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会
で
す
。

と
き
　
7
月
23
日(

日)

8
時
30
分

と
こ
ろ
　
比
和
総
合
運
動
公
園

多
目
的
広
場

問
い
合
わ
せ

実
行
委
員
会
事
務
局

鈎
0
8
2
4
―
8
5
―
2
4
4
5

　
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
金
メ
ダ
リ

ス
ト
高
木
貴
子
さ
ん（
旧
姓
白
井
）

に
よ
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
を

行
い
ま
す
。

と
き
　
８
月
６
日（
日
）

小
学
生
の
部
　
10
時
～

中
学
生
の
部
　
13
時
～

と
こ
ろ
　
高
野
小
学
校
体
育
館

対
象
者
　
市
内
小
学
生
・
中
学
生

（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
経
験
・
未
経
験

は
問
い
ま
せ
ん
。）

問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

鈎
０
８
２
４
―
７
３
―
１
１
９
６

　
夏
休
み
親
子
教
室「
ボ
ト
ル
フ

ラ
ワ
ー
作
り
」を
開
催
し
ま
す
。

　
お
気
に
入
り
の
花
と
思
い
出

を
ボ
ト
ル
の
中
に
詰
め
込
み
な

が
ら
、親
子
で
楽
し
い
夏
休
み
を

過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

と
き

７
月
23
日（
日
）10
時
～
12
時

８
月
20
日（
日
）10
時
～
12
時

内
容
は
同
じ
も
の
で
す
。都
合
の

よ
い
日
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ
　
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

講
師
　
小
池
幸
夫
さ
ん

準
備
物
　
花（
し
お
れ
な
い
よ
う

に
、切
り
口
を
水
に
入
れ
る
な
ど

の
管
理
を
し
て
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。）

参
加
費
　
５
０
０
円

定
員
　
親
子
15
組

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

庄
原
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

鈎
0
8
2
4
―
7
2
―
1
3
9
8

　
自
治
振
興
区
の
課
題
解
決
や
、

特
徴
を
活
か
し
た
自
主
的
な
活

動
を
支
援
す
る
た
め「
活
動
促
進

補
助
事
業
」
並
び
に
「
地
域
ビ
ジ

ネ
ス
起
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
補
助
事
業
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
17
年
度
で
は
、27
の
自
治

振
興
区
が
補
助
金
を
利
用
し
、事

業
を
展
開
し
ま
し
た
。活
動
報
告

会
で
は
、各
地
域
の
代
表
者
が
活

動
内
容
を
発
表
し
、意
見
交
流
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
会
場
に
は
27

の
自
治
振
興
区
が
活
動
内
容
を

ま
と
め
た
ポ
ス
タ
ー
を
展
示
し

ま
す
。

　
入
場
は
無
料
で
す
。お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

と
き
　
7
月
15
日（
土
）

13
時
30
分
～
17
時

と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

自
治
振
興
課
自
治
振
興
係

鈎
0
8
2
4
―
7
3
―
1
2
0
9

　「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」は
、

す
べ
て
の
国
民
が
、犯
罪
や
非
行

の
防
止
と
、罪
を
犯
し
た
人
た
ち

や
非
行
を
し
た
少
年
た
ち
の
更

生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合

わ
せ
、犯
罪
や
非
行
の
無
い
明
る

い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国

的
な
運
動
で
す
。

庄
原
市
実
施
委
員
会

と
き
　
７
月
20
日（
木
）

13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

内
容

○
法
務
大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
伝
達

○
講
演「
相
談
活
動
を
と
お
し
て

　
の
明
る
い
社
会
づ
く
り
」

　
講
師
　
石
田
　
茂
先
生

○
街
頭
で
の
啓
発
活
動

問
い
合
わ
せ

市
民
生
活
課
生
活
安
全
係

鈎
0
8
2
4
―
7
3
―
1
1
5
4

心
の
健
康
相
談

身
体
障
害
者

定
期
相
談（
判
定
）会

人
権
相
談（
特
設
）

第
10
回
吾
妻
山
短
歌
大
会

消
防
吏
員

第
18
回
吾
妻
山

グ
リ
ー
ン
ラ
リ
ー

第
11
回
か
さ
べ
る
で
杯

親
善
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

金
メ
ダ
リ
ス
ト
に
よ
る

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

リ
サ
イ
ク
ル
講
座

庄
原
市
自
治
振
興
区

活
動
報
告
会

第
56
回

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

第
18
回
中
国
山
地
・

豊
か
な
自
然
写
真

コ
ン
テ
ス
ト

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

サ
ー
ビ
ス
デ
ー

定
期
巡
回
児
童
相
談

七
塚
原
自
然
探
検

キ
ャ
ン
プ
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県
勢
要
覧
を
販
売
し
ま
す
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帝
釈
峡
一
帯
で
夏
ま
つ
り
を

開
催
。夏
の
暑
さ
を
吹
き
飛
ば
そ

う
！

神
龍
湖
イ
ベ
ン
ト
　

　
満
水
の
神
龍
湖
に
龍
船
が
走

り
ま
す
。バ
イ
オ
リ
ン
、ビ
オ
ラ
、

ギ
タ
ー
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
が
渓

谷
に
響
き
渡
り
ま
す
。

と
き
　
７
月
23
日（
日
）13
時
～

と
こ
ろ
　
神
龍
湖
周
辺

問
い
合
わ
せ

帝
釈
峡
観
光
協
会

鈎
０
８
４
７
７
―
２
―
０
５
２
５

帝
釈
イ
ベ
ン
ト

　
帝
釈
峡
み
ん
な
で『
き
れ
い
き

れ
い
』
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
催
。

雄
大
な
自
然
と
そ
の
大
切
さ
を

感
じ
る
エ
コ
活
動
で
す
。グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
や
マ
ス
の
つ
か
み

取
り
も
あ
り
ま
す
。

と
き

７
月
23
日（
日
）９
時
～
15
時

集
合
場
所

帝
釈
峡
第
2
駐
車
場
　

※
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
参
加

さ
れ
る
方
は
7
月
14
日(

金)

ま
で

に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

東
城
支
所
地
域
振
興
課

鈎
０
８
４
７
７
―
２
―
５
２
１
１

　
夏
休
み
を
利
用
し
て
保
健
セ

ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
る
母
子
保

健
事
業
や
介
護
予
防
事
業
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き
　
7
月
24
日
・
8
月
14
日
・

21
日（
育
児
相
談
）

8
月
1
日
・
4
日
・
11
日
・
18
日（
介

護
予
防
事
業
）

と
こ
ろ
　
庄
原
市
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
者
　
高
校
生（
庄
原
市
内
在

住
ま
た
は
市
内
の
高
校
に
通
学

し
て
い
る
生
徒
）

定
員
　
1
回
の
事
業
に
10
人
ま
で

申
込
締
切
　
7
月
14
日(

金)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

保
健
医
療
課
保
健
予
防
係(

保
健

セ
ン
タ
ー)

鈎
0
8
2
4
―
７
２
―
７
０
７
４

　
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
よ
り
身

近
に
親
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、

低
料
金
で
演
奏
会
を
開
催
い
た

し
ま
す
。

　
演
奏
だ
け
で
な
く
、指
揮
者
体

験
コ
ー
ナ
ー
・
楽
器
紹
介
コ
ー
ナ

ー
、オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
を
バ

ッ
ク
に
庄
原
児
童
合
唱
団
も
出

演
し
ま
す
。

と
き

８
月
８
日（
火
）18
時
30
分
～

と
こ
ろ
　
庄
原
市
民
会
館

チ
ケ
ッ
ト
　
一
般
１
、５
０
０
円

小･

中
高
校
生
は
無
料（
要
整
理
券
）

託
児
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
ま
す
。

事
前
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
庄
原
市
民
会
館

鈎
０
８
２
４
―
７
２
―
４
２
４
２

　
標
高
700
メ
ー
ト
ル
の
ク
ロ
カ

ン
パ
ー
ク
で
行
わ
れ
る
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
大
会
。小
学
生
か
ら

60
歳
以
上
ま
で
の
1
0
0
0
人

を
超
え
る
ラ
ン
ナ
ー
が
、世
界
レ

ベ
ル
の
ア
ス
リ
ー
ト
も
走
る
芝

の
コ
ー
ス
に
挑
戦
し
ま
す
。市
民

の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

と
き
　
8
月
19
日（
土
）

と
こ
ろ

道
後
山
高
原
ク
ロ
カ
ン
パ
ー
ク

コ
ー
ス
　
1
km（
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

部
）、1.5
km
、3
km
、5
km
、8
km

参
加
料
　
小
学
生
以
下
（
500
円
）

中
学
生･

高
校
生（
1
、0
0
0
円
）

一
般（
2
、0
0
0
円
）

申
込
締
切
　
7
月
20
日（
火
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ひ
ろ
し
ま
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

大
会
事
務
局
　

　
平
成
18
年
度
の
成
人
式
を
、次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。新
成
人
の

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

と
き
　
８
月
15
日（
火
）

【
受
付
】　
９
時
30
分
～

【
式
典
】　
10
時
～

と
こ
ろ
　
庄
原
市
民
会
館

対
象
者
　
昭
和
61
年
４
月
2
日

か
ら
昭
和
62
年
４
月
1
日
の
間

に
生
ま
れ
、庄
原
市
内
に
住
ん
で

い
る
人
ま
た
は
庄
原
市
出
身
の
人
。

　
対
象
者
で
、庄
原
市
に
住
民
登

録
を
し
て
い
る
人
と
事
前
に
申

し
込
み
を
し
た
人
は
、７
月
中
旬

以
降
に
成
人
式
の
案
内
状
を
送

付
し
ま
す
。

参
加
申
し
込
み

　
次
に
該
当
す
る
人
は
、生
涯
学

習
課(

旧
庄
原
市
の
方
は
最
寄
の

公
民
館)

ま
た
は
各
支
所
教
育
課
、

生
涯
学
習
係
へ
参
加
申
し
込
み

を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
現
在
、庄
原
市
外
に
住
ん
で
い

る
庄
原
市
出
身
の
人

○
平
成
18
年
７
月
20
日
以
降
に

庄
原
市
に
転
入
す
る
人（
予
定
も

含
む
）

○
現
在
、庄
原
市
に
住
ん
で
い
る

が
庄
原
市
に
住
民
登
録
を
し
て

い
な
い
人

そ
の
他
　
西
城
町
・
東
城
町
・
口

和
町
・
高
野
町
・
比
和
町
、及
び
総

領
町
か
ら
の
参
加
者
は
バ
ス
で

送
迎
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

鈎
0
8
2
4
―
7
3
―
1
1
8
8

西
城
教
育
課

鈎
0
8
2
4
―
8
2
―
2
4
4
5

東
城
教
育
課

鈎
0
8
4
7
7
―
2
―
5
2
2
1

口
和
生
涯
学
習
係

鈎
0
8
2
4
―
8
7
―
2
1
1
5

高
野
生
涯
学
習
係

鈎
0
8
2
4
―
8
6
―
2
1
9
5

比
和
教
育
課

鈎
0
8
2
4
―
8
5
―
3
0
0
5

総
領
生
涯
学
習
係

鈎
0
8
2
4
―
8
8
―
3
0
6
7

西
城
町
大
佐
7
3
7
―
3

鈎
0
8
2
4
―
8
2
―
2
4
4
5

FAX
0
8
2
4
―
8
2
―
2
8
1
1

演
題
　「
魅
力
あ
る
自
治
振
興
区

と
は
～
新
た
な
分
野
へ
の
挑
戦
～
」

講
師
　
安
心
院
町
グ
リ
ー
ン
ツ

ー
リ
ズ
ム
研
究
会
　
昔
ば
な
し

の
家
　
中
山
ミ
ヤ
子

と
き

7
月
18
日（
火
）19
時
～
21
時

と
こ
ろ
　
比
和
文
化
会
館

問
い
合
わ
せ

自
治
振
興
課
自
治
振
興
係

鈎
0
8
2
4
―
7
3
―
1
2
0
9

　
広
島
県
の
人
口
や
産
業
、経
済
、

文
化
、教
育
な
ど
各
分
野
に
わ
た

る
統
計
資
料
を
要
約
し
、収
録
し

て
い
ま
す
。ぜ
ひ
お
買
い
求
め
く

だ
さ
い
。

定
価

1
冊
1
、0
0
0
円（
税
込
み
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

情
報
推
進
課
広
報
統
計
係

鈎
0
8
2
4
―
7
3
―
1
1
5
9

　
食
中
毒
の
発
生
し
や
す
い
気

象
条
件
と
な
り
、平
成
18
年
6
月

16
日
、広
島
県
下
に
食
中
毒
警
報

第
1
号
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

　
食
品
の
取
り
扱
い
に
十
分
注

意
し
て
、食
中
毒
の
発
生
を
防
止

し
ま
し
ょ
う
。

そ
の
他

2等陸・
海・空士

18歳以上
27歳未満の人 8月1日～

9月8日

問い合わせ／自衛隊三次募集事務所 鈎0824－62－0350
　　　　　　総務課行政係 鈎0824－73－1123

帝
釈
峡 

夏
の
湖
水
ま
つ
り

一般曹
候補学生

18歳以上
24歳未満の人

1次 ９月16日

2次 10月７日～13日の間

1次 ９月16日

2次 10月７日～13日の間

1次 ９月23日

2次 10月14日～19日の間

3次 11月12日～12月8日の間

8月1日～
9月8日 

年間を通じて
行っております。

自衛官採用試験の案内
採用種目 応募資格 受付期間

受付時にお知らせします。 

９月24日・25日

試　験　日

保
健
福
祉
体
験
事
業

京
都
大
学

交
響
楽
団
演
奏
会

第
7
回
ひ
ろ
し
ま

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会

ひろしま県民の森公園センター
比婆山連峰には、100haのブナの純林、日本海型と太平洋型の中間を示す貴重な自然が息づいていま
す。1日目は県民の森で夏のブナ林と星座の観察。2日目は猫山に登って自生ヒメユリの観察を行い
ます。
●とき／7月15日（土）～16（日）　●ところ／県民の森外　●参加費／11,000円（1泊3食）

県民の森を親子で探検し、専門家の説明を聞きながら昆虫観察会を行います。
●とき／7月29（土）～30（日）　●ところ／県民の森（宿泊は県民の森キャンプ場）
●参加費／親子2名1組6,000円（1名増えるごとに2,000円追加）

専門家の説明を聞きながら、県民の森を親子で探検。水源の比婆山連峰から注ぎ出る公園内の川に
住む水生昆虫や魚の観察を行います。
●とき／8月26（土）～27（日）　●ところ／県民の森（宿泊は県民の森キャンプ場）
●参加費／親子2名1組6,000円（1名増えるごとに2,000円追加）

県民の森が主催するキャンプファイヤー。野外活動協会の指導員のリードでキャンプファイヤーを
囲みながら、歌、ゲーム、フォークダンスを楽しむひと時。どなたでも参加できます。
●とき／8月12日（土）～14日（月）　●ところ／県民の森　キャンプ場

県民の森の希少な動物・鳥の剥製、昆虫の標本を夏休み期間中、県民の森公園センターに展示します。
●とき／7月22日（土）～8月27日（日）　●ところ／県民の森 公園センター イベントホール

鈎0824-84-2011

夏のブナ林
自然観察会

親子探検隊
No.1

親子探検隊
No.2

夏休み
ミニ博物館

思い出
キャンプ
ファイヤー

平
成
18
年
度

庄
原
市

成 

人 

式

成 

人 

式

平成18年度

曹候補士

航空学生

18歳以上
27歳未満の人

高卒（見込含）
21歳未満の人

県民の森

自
治
振
興
区
ま
ち
づ
く
り

実
践
リ
レ
ー
講
座

食
中
毒
警
報
発
令
中

男
子

女
子

↑

はくせい



お 知 ら せお 知 ら せ

2 82 9

納付は

手続きは各金融機関の
窓口でお願いします。
※残高確認も忘れないでください。

便利な口座振替で便利な口座振替で
下水道使用料水道料金市税

◎税務課収納係
◎下水道課管理係
◎水道課業務係

0824-73-1145
0824-73-1175
0824-73-1197

広報しょうばら　2006.7 広報しょうばら　2006.7【庄原市ホームページアドレス】　http://www.city.shobara.hiroshima.jp
この広報誌は、環境にやさしい
植物性大豆油インキで印刷しています。

再生紙使用

■発行／平成18年7月5日　■編集・発行／庄原市情報推進課　〒727-8501　広島県庄原市中本町一丁目10番1号　鈎0824-73-1159　■印刷／平和印刷㈱

○人　口　43,492人（前年比－632人）
　　男　　20,613人（前年比－341人）
　　女　　22,879人（前年比－291人）
○世帯数　16,260世帯（前年比－18世帯）
[外国人登録人口]
○人　口　305人（前年比＋24人）

人の動き（5月末日現在）
�
先
日
�
�
�
�
�
読
者
�

方
�
�
広
報
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
意
見
�
�
�
�

�
�
�
�
�
内
容
�
色
�
配

色
�
�
�
�
�
�
�
次
�
�

編
集
�
活
�
�
�
�
�
�
�

�
思
�
�
本
当
�
�
�
�
�

�
感
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
市
民
�
皆
�
�
�
�
�
声

�
�
�
�
�
�
親
�
�
�
�

�
広
報
紙
�
作
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
協

力
�
�
�
�
�
願
�
�
�
�
�

�
�
�
�
今
月
�
�
皆
�
�

�
声
�
直
接
市
政
�
届
�
�

市
政
懇
談
会
�
�
�
�
�
�

�
�
�
皆
�
�
�
声
�
住
�

�
�
庄
原
市
�
作
�
�
�
�

�
�
�
�
�
多
�
�
�
参
加

�
�
待
�
�
�
�
�
�
�

広

報

日

記

●読書感想画展
　9日（水）～12日（土）
　10時～17時　※入場無料
●問い合わせ

　庄原市文化協会事務局　電話0824-72-4347(白川)

　生涯学習課社会教育係　電話0824-73-1188

　商工観光課商工振興係　電話0824-73-1179

　※展示を希望される団体（または個人）はお申し込

　みください。使用料はいりません。

情報 Ｂ Ｏ Ｘ

市街地の空き店舗を活用した、各種展示ができる市民ギャラリーです。

市民ギャラリー「アート多愛夢」

8月の
展示案内

糸

日　　程 場所および時間

庄原
地域

西城
地域

東城
地域

口和
地域

高野
地域

比和
地域

総領
地域

毎月第１～第４火曜日
7月11・18・25日
8月１・8・15・22日

毎月第１・第３木曜日
7月6・20日
8月3・17日

11時～11時10分
11時25分～11時35分
11時50分～12時

東公民館………
市役所車庫前…
敷信公民館……

9時～9時10分西城支所………

毎月第１・第３木曜日
7月6・20日
8月3・17日

9時40分～9時50分
10時20分～10時30分

小奴可研修センター…
東城文化会館…

毎月第４木曜日
7月27日・8月24日

11時40分～11時50分口和支所………

毎月第４木曜日
7月27日・8月24日

13時20分～13時30分高野支所………

毎月第４木曜日
7月27日・8月24日

13時50分～14時比和支所………

毎月第２水曜日
7月12日・8月9日

9時40分～9時50分総領支所………
（スクールバス駐車場）

犬・猫の
引き取り

7・8月の犬・猫の引き取りは、次の日程で実

施します。なお、手続きには認印が必要で

すので、持参してください。	

献血の
ご案内

献血を、次のとおり実施します。
皆さんのご協力をお願いします。

■問い合わせ　保健医療課医療係 鈎0824－73－1155

と　き

ところ

九日市

8月9日（水）　10時～

中本町筋・下本町・中央通り
ぜひお越しください。

8月の
庄原地域の市街地で、
毎月9日に開催される市です。

7月20日（木）

8月１日（火）
口和文化ホール
口和保健センター

ザ・ビッグ庄原店

10時～11時45分

13時30分～15時

11時30分～15時

実施日 会　場 受付時間

7月9 日（日）
16日（日）
17日（月）
23日（日）
30日（日）

8月6 日（日）

毛 利 医 院
備北ななつか病院
児玉（納）医院
林 医 院
戸 谷 医 院
庄原赤十字病院

0824-72-2863
0824-75-2070
0824-72-0147
0824-72-0121
0824-72-3131
0824-72-3111

診療所名月日

●庄原地域

7月・8月の休日診療については、
次のとおりです。

※庄原赤十字病院については、救急患者に限ります

電話番号

7月9 日（日）
16日（日）
17日（月）
23日（日）
30日（日）

8月6 日（日）

日 伝 医 院
三上クリニック
こぶしの里病院
東 城 病 院
瀬 尾 医 院
こぶしの里病院

08477-2-2180
08477-2-1151
08477-2-5255
08477-2-2150
08477-2-0023
08477-2-5255

●東城地域

電話番号

休日診療のご案内

「ふれあい市長室」の日程

鈎0824－75－4411
【7月のイベント情報】

ゆめさくら交流ホール・実技体験室は、料理講座・体験
講座・作品展示会・研修会議等にご利用いただけます。
申し込み・問い合わせは事務室まで。

■と　き 7月8日（土）、8月12日（土）
　　　　９時～12時

■ところ 7月：西城支所 8月：東城支所
※公務により実施できない場合もあります。
※道路の改良・維持・修繕などの要望、陳情は、事業担当課
へお願いします。
■問い合わせ　情報推進課広報統計係

　鈎０８２４-７３-１１５９

●ゆめさくら手作り講座～絵手紙講座～
絵手紙の暑中見舞いを送りませんか。

と　き　7月16日（日）13時30分

　　　　参加費 500円 定員20人

●陶芸体験講座～土から作る器作り～
と　き　7月29日（土）13時30分～16時

参加費　1,500円　定員20人

●そば打ち体験講座
本格手打ちそばをマスターしよう。

と　き　7月30日（日）13時30分～16時

参加費　1,000円　定員20人（10歳以上）

備北丘陵公園

備北公園管理センター

鈎0824-72-7000
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ひばの里で夏の昆虫探しに挑戦

　古代の土器にふれ、遺跡の発掘や縄文土器づくりなど
を体験してみませんか。7月30日（日）から3月4日（日）ま
で、12回の予定で行います。

夏休み期間中の開催日：7月30日（日）、8月６日（日）
　　　　　　　　　　　8月20日（日）
ところ：時悠館研修室
対　象：小学校4年生から中学校3年生  募集人数：15名
問い合わせ：時悠館 鈎08477－6－0161

考古学体験こども教室考古学体験こども教室考古学体験こども教室時悠館

〟
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商工観光課観光交流係　鈎0824-73-1178

！

　庄原の夏の夜を熱く盛り上げるのは、「庄原
よいとこまつり」です。地域や企業から趣向を
こらした市内パレードは沿道を埋める人でに
ぎわい、祭も最高潮を迎えます。子どもからお
年寄りまで、みんなが楽しめるイベントが盛
り沢山。上野池の花火大会でフィナーレを迎
えます。

今年こそ行ってみたい庄原の夏祭りを紹介します。にぎわい参

加型や伝統重視型など楽しみ方いろいろ。さまざまな顔を持つ

祭りに、ぜひお出かけください。

広報

“げんき”と“やすらぎ”のさとやま文化都市

SHOBARA The Public Information Magazine

今月の主な内容

■ぐるりしょうばらカメラレポート・・・・・・・・・・

■お知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■発見!しょうばら・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■平成18年度市政懇談会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■豊かな心を育てる道徳教育・・・・・・・・・・・・・・・・

■妊婦健診支援事業がスタート・・・・・・・・・・・・・・

■在宅高齢者家族介護慰労金を支給します・・・・

■不法投棄は許さない・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■高齢者の医療費負担が変わります・・・・・・・・・・

■「尾道松江線」は今・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■健康広場「前立線がん」・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■安心・安全な毎日のために・・・・・・・・・・・・・・・・・

■市の台所事情・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

6
8
10
11
12
13
14
15
16
17
18
24
30

庄原よいとこ祭
8月26日（土）・27日（日）

■問い合わせ
庄原よいとこ祭実行委員会
鈎0824-73-0811

　夏の風物詩である迫力
満点の花火をはじめ、魚の
つかみ取り大会、西城川太
鼓やブラスバンドの演奏、
どえりゃあ囃子パレード
や川岸に設置された800
個の灯篭、神楽などイベン
トが盛りだくさんです。

『ヒバゴン郷どえりゃあ祭』8月13日（日）

■問い合わせ
西城町商工会
鈎0824-82-2904

　浴衣で楽しむ東城の夏。
東城の夜空を約1,500発
の花火が彩り、メイン会
場の東城小学校グラウン
ドでは踊りの輪が広がり
ます。各種屋台やうちわ
抽選会などもあります。

『遊夏祭』8月12日（土）

■問い合わせ
東城遊夏祭実行委員会
鈎08477-2-0525

　新市商店街を｢みこじゃりー、
こーじゃりー｣のかけ声をか
けながら子ども神輿を先頭に、
七夕行列が行われます。約
250発打上げられる納涼花火
大会や金魚すくいなど、懐か
しい祭りが楽しめます。

『七夕まつり』8月5日（土）予定

■問い合わせ
高野町商工会
鈎0824-86-2011

　毎年お盆の時期に開催している盆踊り花火大
会。会場近くを流れる比和川沿いには、400ｍに
わたり700個余りの灯篭が設置され、幻想的な
光で辺りを照らします。また、比和町青年連盟に
よる子ども向けのゲームや、花火などがあります。

『ふるさとの盆踊り花火大会』
8月15日（火）

■問い合わせ
比和町商工会　鈎0824-85-2330

庄原
地域

東城
地域

高野
地域

西城
地域

比和
地域
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永末小学校が収穫したじゃがいも
6月22日の全校朝食づくりで、野菜スープに使用しました。

食育のススメ特集
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